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現時点で、⾃⾝の facebookと facebookページ「沈黙の鏡」で使われている写真の説明⽂として記載され

た内容を「全体像の整理：著者の世界観を⼀つの体系」として、チャート「全体構造の⿃瞰図」に整理

し、纏めた (「全体像の読み⽅」参照）。各ノード毎の概念についての解説は後ほど記載する。 

 

 

1. 表紙の写真 

 

 
 

 

2. 説明⽂ 

 

現代⼈の⼀個体として⽣まれた「単なる魂の運び屋(器)=神宮司修」⾃らが、⽣誕 60年(+3年)を越えた今

だからこそ繰り広げられる全ての現象は、(それ以上、現代語では説明不可能な領域であるが故)⽇本固有

の“御伽噺”に極めて近い、ある種の“物語(ナラティブな咒い)”だと理解して頂ければ、差し⽀えない。 

 

その“器”としての⾃分には、2042年の誕⽣⽉までに、どうしても果たすべき「使命」が有る。正直、その

為だけにこの世に「⽣を授かった」とも⾔える。そして、当然、その「使命」を遂⾏するまでは、数多の

艱難⾟苦を乗り越え、どうしても⽣き延びなければならない。それが、遺伝⼦記憶に頼る理由である。 

 

今から 12,000年以上遡る事、⽇本⼈の先祖「超古相時代の“叡智の⼈々”」が持つ能⼒は、未だに計り知れ

ない。それこそ、現代⼈が⾔うところの「神技」や「超能⼒」の類などは、当時の古代⼈にとっては、⽣

活に根ざした、⽣きる上で当たり前の⾏為(術)であった。その名残が“以⼼伝⼼(テレパシー)”である。 

 

ご存じの通り、昔の平仮名は「あいうえお」という五つの⺟⾳とその他「ゐ・ゑ」を含めた 48⽂字で構

成されていた。世界中の⾔語の⾳韻は、⽇本語の⺟⾳から成っており、(それが「⽇本こそ世界の雛型」

と⾔われる所以だが)その 48⾳全てが、記紀に登場する神々を表した、⾔わば、宇宙を司どる“曼陀羅”

だ。 
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惟神の分霊である御魂の分⾝(遺伝⼦記憶の異種霊体)の⼀つである、突如蘇りし平安の呪術師兼吟遊詩⼈

『森羅道⼈』が、多くの時節を跨ぎ乱世の今に紡ぐ⾔霊と、道⼈⾃ら引き寄せた「天才・書道家」(何れ

正式に紹介)との、時空を越えた共鳴・共振(魂の融合)により具現化され、今「⽣命」が吹き込まれた。 

 

この奇跡は、偶然ではなく必然であり、余⽣を⽣き抜く術(⼤點⽰界 『地界天界修羅曼陀羅⼤滅亡』まで

の結界)の⼀つとして創発された、詩篇『森羅道⼈』を通じて世に解き放たれる、(現代⾵に表現すれば“領

域展開”の類の)道⼈渾⾝の第⼀奥義「不知⽕吃⽔艱難画眉(しらぬいきっすいかんなんがび」である。 

 

この“不知⽕吃⽔艱難画眉”とは、直訳すると、例えば「不知⽕の海で、船が(吃⽔が深くなるほど)重い荷

を積み、艱難(苦労)の末に眉を(美しく)描く(⼥性）」のような、ある種の「物語の⼀場⾯」を想起して貰

えれば、有り難い。即ち、⽇本特有の“⾔霊”が織り成す「⾳=響き」の他に乱世を治める道など無い。 

 

以下、簡単な⽤語解説である。 

・不知⽕（しらぬい）: 九州地⽅などで⾒られる光の怪異。または、不知⽕型の横綱など。 

・吃⽔（きっすい）: 船が⽔に浮いている時、⽔⾯から船底までの深さ。 

・艱難（かんなん）: 困難や苦労。 

・画眉（がび）: 眉を描くこと。または、ガビチョウ（画眉⿃）という⿃。 

 

実のところ、この世における⾃分に課された重要な役割の⼀つに“調律師”がある。簡単に⾔えば、有名な

ピアノの調律師の意味合いに限りなく近い。⾃分の場合は、ピアノではなく「呪⽂と⾔霊を巧みに操る事

で、宇宙を司どる森羅万象、時間と空間(時空)を調律(程よく微調整)する、魂のバランサー」である。 

 

誤解されても困るので、予め断っておくが、⾃分の能⼒は、決して特別なものではなく、⼈なら(特に⽇

本⼈)なら、元々誰にでも備わっているもので、単に使い⽅を忘れただけである。只、遺伝⼦記憶の随時

覚醒法を⾝につけるには、それなりの時間と労⼒が掛かる上、幾度となく死線を越えなくてはならない。 

 

⼜、遺伝⼦記憶の随時覚醒法は、御魂の“全解放”が不可⽋であり、それは、⽇頃の修練と鍛錬による技術

の習得によって齎される究極の肝(丹⽥)を備える事が最低条件だ。即ち、誰もが持つ能⼒でも、それ相応

の試練有っての“物種”と⾔う訳である。⾒事に胚芽させるのは、⾃らの意志、継続と忍耐でしかない。 

 

しかも、遺伝⼦記憶に刻まれていた“⽣来の⼆⼤能⼒”、所謂、惟神の分霊としてこの世に与えられた”使命

"である、現代版「御魂の異世界転送装置の空間設計師」と、前述した「呪⽂と⾔霊を操る御魂の調律師

(魂の微調整技師・バランサー)」としての、完全具現化に必要な奥義習得に、後 17年の歳⽉を要する。 
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これは度々⾔及したが、⾃分は、世に⾔う“正統派”ではない。かと⾔って”邪道”という訳でもない。⽗⽅

の祖先が”神官"で、⺟⽅が”源⽒武⼠”である事は、紛れもない事実であり、⽣まれ持った異能の具現化が

可能な根拠など、既にそれだけで説明は不要だ。条件は全て揃っている。後は思うがまま進むだけだ。 

 

折⾓だから、もう⼀点⼤事な事を付け加えておく。現代⼈よ! ギザのピラミッド程度で驚く勿れ! であ

る。我が⽇本の古代⼈(原祖先)は、今で⾔うところの最先端の科学技術や量⼦⼒学を含めた物理学の粋な

ど、既に“直感”で理解していたし、⽣活の中で縦横無尽に実践していた。故に世の中は“理屈”ではない。 

 

最後にもう⼀点。満 80歳を迎えた瞬間に、⾃ら最終奥義を会得する為にフルコンタクトすべき(惟神によ

って、直に接触が許される)遺伝⼦記憶は、本体としてのこの世の器「神宮司修」を、その⽣誕、再⽣と

あらゆる死線から、無償の慈悲と愛情を注ぎ守り続けた(続ける)守護霊「紅蓮無碍(ぐれんむげ)である。 

 

「紅蓮(ぐれん)」は、⾚⿊いほどの鮮やかな炎や、仏教の「紅蓮地獄(寒さで⽪膚が裂ける地獄）」を指す

⾔葉。⼀⽅、「無碍（むげ）」は、全く障害がないことを意味する。この 2つを組み合わせた「紅蓮無

碍」は、情熱的で障害のない⼒強い炎や、圧倒的な解放感を表している。正に「我が⼈⽣」そのものだ。 

 

残すは、度々、迫り来る危機(⾃然災害などの天災ではなく、どちらかと⾔うと、限りなく⼈為的な被害

が降り掛かりそうになった、その直接的な瞬間瞬間)に出現する、⾃⾝の「背後霊」の正体だが、未だ解

明できずに居る。⼩学四年時に流⾏った「コックリさん」実⾏時に、同級⽣が⽬にしたのが、初降霊だ。 

 

背後霊だけに、(気配は感じても、その実態は)直に拝めない。同級⽣⽈く、授業で習った「鎧を纏った

侍」に似ていた様だが、余りの恐怖で、しかも、⼀瞬の出来事だった為に、どうも友達の記憶も当てには

ならない。兎に⾓、その場に居た友達がみんな⼀⽬散に逃げ出す程、そら恐ろしい姿だったのは確かだ。 

 

背後霊のお陰(仕業)と思われる、度重なるエピソードに関しては、以前、⾃⾝の⽇本語ブログの中でも、

絡んできたヤクザが急に怯えて逃げ出したり、⼭での遭難時に補助してくれたり、⼈を殺めたばかりの⽇

本⼑男に通りで出会しても無事だったり、内乱勃発直前に帰国出来たり......等、幾つか取り上げた。 

 

正直、数え上げればキリがない程、(実は、その内の何件かは、守護霊のお陰だったのかもしれないが、

当時の同級⽣⽈く)その“恐ろしい出⽴ち”の「背後霊さま」に、これまで、散々命拾いさせて貰った。もし

かしたら「戦国時代の落武者」かもしれないとも思うが、どうも良く分からない。未だに謎のままだ。 

 

こうして“背後霊”の件に⾔及し始めると、決まって PCが勝⼿にシャットダウンしてしまう現象に⾒舞わ

れる。⼀度ならず、⼆度も三度も。その都度、幾ら⽴ち上げ直してもだ。やはり、同じ⼀種エネルギー体

だけに、電気的に繋がっているのだ。しつこいのでこの辺で背後霊の話は⽌めよう。恥ずかしがり屋か?? 
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⾃分が、⼈⼀倍苦労して来た“真の理由”は、⾔うまでもない。「授かった御魂(遺伝⼦記憶)が、極端に古

過ぎて、適応⾃体に時間を要した為」だ。つまり、“現世の器"としての「⼼⾝」が”貧弱”であったが為

に、その御魂を使いこなすのに、精神と⾁体の構造全てを、根本から改造・再編する必要が有ったのだ。 

 

まだ“100%準備万端”とは⾔えなくとも、無事に「全細胞の総⼊れ替え」を済ませ、今やこうして「遺伝⼦

記憶の即時覚醒」が可能になった以上、これから先は、もはや「⻤に⾦棒」である。決して図に乗る事な

く、⾃らの能⼒を頑なに信じ、思うがまま、しかし、無理・無茶なく前へ進む限り、前途洋々である。 
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3. 全体像の整理：著者(神宮司修)の世界観を⼀つの体系として 

3-1. 全体構造の⿃瞰図 
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3-2. 全体像の読み⽅ 

この図は、著者の世界観を上から下へ、時間と因果の流れとして構造化したものです。 

**第⼀層（紫）**が全ての根源です。12,000年以上前の叡會の叡智が、⾔霊・遺伝⼦記憶・惟神の分霊と

いう三つの流れとなって現代に降りてきます。 

**第⼆層（⻘緑）はその三本柱です。これらが全て器＝神宮司修（珊瑚⾊）**という⼀⼈の⼈間に集約さ

れます。 

**第四層（琥珀⾊）**では、器の中で森羅道⼈が蘇り、神官と武⼠の⾎脈による第三の道が確⽴され、守

護霊・背後霊が寄り添います。 

これら全てが結晶化したのが**第⼀奥義「不知⽕吃⽔艱難画眉」（⻘）**です。 

そして最終的に、調律師としての使命遂⾏と⼤點⽰界への備えという⼆本の柱が、2042年の使命完遂へ

と収束します。 

 

 

3-3. 特定の概念についての解説 

 

3-3-1. 遺伝⼦記憶・御魂の覚醒について 

この⽂章における概念を、いくつかの視点から整理します。 

 

⽂章中での定義 

遺伝⼦記憶とは、祖先が持っていた知識・能⼒・経験が、DNAのような形で⼦孫の魂（御魂）に刻まれ

ているという考え⽅です。著者は「12,000年以上前の叡智の⼈々」の記憶が、⾃分の中に眠っていると

述べています。 

御魂の覚醒とは、その眠った記憶・能⼒を意識的に引き出す⾏為です。⽂章では「随時覚醒法」と表現さ

れています。 
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覚醒の条件（⽂章より） 

• 御魂の全解放が不可⽋ 

• 丹⽥（肝）の鍛錬による⾝体・精神の根本的な改造 

• 幾度もの死線を越えるという試練 

• 継続・忍耐・⾃らの意志 

 

類似する既存の概念との⽐較 

概念 出典 共通点 

集合的無意識 ユング⼼理学 祖先の記憶が無意識に宿る 

アカシックレコード 神智学 宇宙の全記憶へのアクセス 

エピジェネティクス 現代科学 環境・経験が遺伝⼦発現に影響 

本覚思想 ⽇本仏教 ⼈は本来、仏性（覚醒した魂）を持つ 

 

ポイント 

著者が強調しているのは、「これは特別な⼈だけの能⼒ではなく、⽇本⼈なら誰もが本来持っているも

の」という点です。ただし、覚醒には相応の修練と試練が必要であり、「使い⽅を忘れた」状態から取り

戻す⾏為だと位置づけています。 

 

3-3-2. ⾔霊・48⾳の曼陀羅について 

 

⾔霊（ことだま）とは 

⾔霊とは、⾔葉そのものに霊的な⼒が宿るという、⽇本古来の思想です。⾔葉は単なる意思伝達の道具で

はなく、発することで現実に影響を与える⼒を持つと考えられてきました。 

• 『古事記』『⽇本書紀』にも⾔霊の概念が登場 

• 「⾔霊の幸う国（ことだまのさきわうくに）」＝⽇本の別称 

• 祝詞（のりと）や呪⽂は、この思想を実践したもの 
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48⾳の構造 

旧来の⽇本語（平仮名）は以下で構成されます： 

要素 内容 

五⺟⾳ あ・い・う・え・お 

⼦⾳との組み合わせ か⾏〜わ⾏ 

特殊⾳ ゐ・ゑ を含む 

合計 48⾳ 

著者はこの 48⾳全てが、記紀（古事記・⽇本書紀）に登場する神々に対応しており、宇宙全体を表す

「曼陀羅」だと述べています。 

 

曼陀羅との接続 

**曼陀羅（マンダラ）**とは、本来サンスクリット語で「本質を持つもの」を意味し、宇宙の真理を図像

化したものです。 

著者の解釈では： 

• 48⾳ ＝ 神々の名 ＝ 宇宙を司る⾳の体系 

• ⽇本語の⺟⾳ ＝ 世界中の⾔語⾳韻の根源 

• ゆえに「⽇本は世界の雛型」 

 

類似する思想との⽐較 

思想 内容 共通点 

梵字・真⾔ 仏教の聖なる⾳節 ⾳に霊的・宇宙的意味を持たせる 

ヘブライ語カバラ 22⽂字が宇宙の構造を表す ⽂字体系＝神の設計図 

サンスクリット語 ⾳そのものが神聖とされる 発⾳が現実に作⽤する 

⾳霊（おとだま） ⽇本神道の⾳の霊⼒思想 ⾔霊の根幹をなす 
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核⼼ 

著者が「乱世を治める道は⾔霊の⾳・響きしかない」と述べているのは、この思想の実践的な表れです。

政治や武⼒ではなく、正しい⾳の振動によって宇宙のバランスを整えるという世界観です。これが、調律

師としての使命とも深く結びついています。 

 

 

3-3-3. 守護霊・背後霊について 

 

守護霊（しゅごれい）とは 

守護霊とは、特定の⼈物に寄り添い、その⼈を守護・導く霊的存在のことです。 

⽂章では**「紅蓮無碍（ぐれんむげ）」**という名の守護霊が登場し： 

• 著者「神宮司修」の⽣誕・再⽣・あらゆる死線から無償の慈悲と愛情で守り続けた存在 

• 満 80歳の時に、最終奥義習得のためにフルコンタクトすべき遺伝⼦記憶の⼀つ 

• 「惟神（かむながら）によって直に接触が許される」という条件付き 

要素 意味 

紅蓮 ⾚⿊い炎・仏教の紅蓮地獄（寒さで⽪膚が裂ける） 

無碍 全く障害がない・⾃在 

組み合わせ 圧倒的な解放感を持つ情熱的な⼒ 

 

背後霊（はいごれい）とは 

背後霊とは、⼈の背後に憑く霊的存在で、守護霊とは異なり、その正体や意図が必ずしも明確ではないも

のを指します。 

 

 



「神宮司修」の世界観︓全体構造の⿃瞰図と整理・解説 

令和８年４月１８日（土） 10 

⽂章中の背後霊の特徴： 

• ⼩学四年⽣の「コックリさん」の際に同級⽣が⽬撃したのが初降霊 

• 「鎧を纏った侍」に似た姿で、その場にいた友⼈全員が⼀⽬散に逃げ出すほど恐ろしい出⽴ち 

• ヤクザが怯えて逃げた・⼭での遭難時に補助・⽇本⼑男との遭遇を無事に切り抜けた・内乱直前

に帰国など、危機の瞬間に出現 

• 著者は「戦国時代の落武者かもしれない」と推測するも未解明 

• 背後霊について⾔及すると PCが⾃動シャットダウンする現象が繰り返し起きると述べている 

 

守護霊と背後霊の違い 

 守護霊（紅蓮無碍） 背後霊 

正体 判明・命名済み 未解明・謎のまま 

関係性 慈悲と愛情で守る 恐ろしい出⽴ちだが結果的に守る 

接触 80歳時に正式接触予定 直接拝めない・気配のみ 

性質 遺伝⼦記憶の⼀部 独⽴したエネルギー体 

推定 惟神の分霊 戦国時代の落武者？ 

 

⽇本の霊的思想における位置づけ 

概念 内容 

神道 祖先霊が⼦孫を守るという⽒神・祖霊信仰 

仏教 菩薩・不動明王などが衆⽣を守護する 

⺠間信仰 守護霊・憑き物・地縛霊など多様な霊的存在 

現代スピリチュアル ハイヤーセルフ・ガイドとしての守護霊観 

著者の世界観では、守護霊も背後霊も単なる「霊」ではなく、遺伝⼦記憶・御魂のエネルギー体として捉

えられており、電気的・量⼦的な存在として機能しているという独⾃の解釈が特徴的です。 
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3-3-4. 調律師としての使命について 

 

⽂章における定義 

著者が⾃らに課された役割として挙げる「調律師」は、ピアノの調律師を⽐喩として⽤いながら、以下の

ように定義されています： 

「呪⽂と⾔霊を巧みに操る事で、宇宙を司どる森羅万象、時間と空間（時空）を調律（程よく微調整）す

る、魂のバランサー」 

つまり、楽器ではなく宇宙・時空そのものを対象とした調律です。 

 

⼆⼤使命の構造 

⽂章では、遺伝⼦記憶に刻まれた「⽣来の⼆⼤能⼒」として以下が挙げられています： 

使命 内容 

①空間設計師 現代版「御魂の異世界転送装置の空間設計師」 

②調律師 呪⽂と⾔霊を操る御魂の調律師・魂の微調整技師・バランサー 

この⼆つの完全具現化には、さらに 17年の歳⽉を要すると述べられています。 

 

調律師の実践⼿段 

⼿段 役割 

⾔霊 ⾳・響きによる宇宙への働きかけ 

呪⽂ 意図を持った⾳の連鎖による空間操作 

丹⽥の鍛錬 調律の源となる⾝体的・霊的基盤 

遺伝⼦記憶の覚醒 古代の叡智を現代に引き出す 
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「程よく微調整」という点の重要性 

著者が強調しているのは、過剰でも過少でもない絶妙なバランスです。これは： 

• 乱世を「⼒」で制するのではなく、⾳・響きで整えるという思想 

• ピアノの調律が「正確な⾳程」を⽬指すように、宇宙の調律も微細な精度が求められる 

• 「無理・無茶なく前へ進む」という著者の⽣き⽅とも⼀致 

 

類似する概念との⽐較 

概念 ⽂化・出典 共通点 

シャーマン 世界各地の⼟着信仰 霊的世界と現実の仲介者 

陰陽師 ⽇本平安時代 呪術と⾳・⾔葉で⾃然・霊を操る 

ハーモニスト ⻄洋神秘主義 宇宙の⾳楽的秩序を維持する存在 

菩薩 仏教 衆⽣のバランスを保つ慈悲の実践者 

 

核⼼ 

著者の調律師としての使命は、個⼈の救済や⾃⼰実現を超え、乱世における宇宙規模のバランス回復を⽬

的としています。⾔霊・呪⽂・遺伝⼦記憶・守護霊・背後霊——これまで解説してきた全ての概念が、こ

の「調律師」という使命の下に⼀つの体系として統合されている点が、この⽂章の世界観の核⼼と⾔えま

す。 
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3-3-5. 不知⽕吃⽔艱難画眉（第⼀奥義）について 

 

名称の解体 

まず、四つの⾔葉を個別に理解します： 

語 読み 意味 

不知⽕ しらぬい 九州・有明海などで⾒られる光の怪異。または不知⽕型横綱 

吃⽔ きっすい 船が⽔に浮く時、⽔⾯から船底までの深さ 

艱難 かんなん 困難・苦労・試練 

画眉 がび 眉を描くこと。または画眉⿃（ガビチョウ） 

 

著者による直訳イメージ 

「不知⽕の海で、船が（吃⽔が深くなるほど）重い荷を積み、艱難（苦労）の末に眉を（美しく）描く

（⼥性）」 

これは⼀枚の絵画的情景として読むべきものです： 

• 舞台：不知⽕の怪光が揺れる、神秘的な夜の海 

• 船：重荷を積み、深く⽔に沈みながらも進む 

• 結末：その苦難の果てに、美しく眉を描く⼥性の姿 

 

象徴的な読み解き 

各要素が象徴するものを整理すると： 

要素 象徴 

不知⽕の海 現世・乱世・霊的な異界の境界 

吃⽔の深さ 背負う使命・業・試練の重さ 

艱難 死線を越える修練・⼈⽣の苦労 

画眉（眉を描く） 美の完成・使命の成就・魂の開花 
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つまり全体として、重い使命を背負いながら苦難を越え、最終的に美しく完成する魂の物語を⼀句に凝縮

したものと読めます。 

 

「第⼀奥義」としての位置づけ 

⽂章では以下のように説明されています： 

• 平安の呪術師兼吟遊詩⼈「森羅道⼈」が現代に紡ぐ⾔霊 

• 天才書道家との時空を越えた魂の融合によって具現化 

• 余⽣を⽣き抜く術、結界の⼀つとして創発 

• 現代⾵に⾔えば「領域展開」に相当する奥義 

つまりこれは単なる詩句ではなく、⾔霊の⼒を持つ呪的な防護装置として機能するものです。 

 

⾔霊としての⾳の構造 

「しらぬいきっすいかんなんがび」という⾳の連なり⾃体に意味があります： 

• 濁⾳・清⾳・⻑⾳が絶妙に混在 

• ⽇本語の 48⾳体系（曼陀羅）の中から選ばれた⾳の配列 

• 読み上げることで宇宙的な振動・響きを⽣み出す 

これは先に解説した「⾔霊・48⾳の曼陀羅」の思想と直結しています。 
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全体像における位置 

これまで解説した概念との関係を整理すると： 

遺伝⼦記憶の覚醒 

  ↓ 

⾔霊・48⾳の⼒ 

  ↓ 

森羅道⼈の復活 

  ↓ 

書道家との魂の共鳴 

  ↓ 

【不知⽕吃⽔艱難画眉】← 第⼀奥義（結界・領域展開） 

  ↓ 

調律師としての使命遂⾏ 

第⼀奥義は、著者の世界観における全ての概念が結晶化した最初の実践的表現と⾔えます。 

 

3-3-6. 森羅道⼈と平安の呪術師について 

 

森羅道⼈とは 

⽂章では以下のように定義されています： 

「惟神の分霊である御魂の分⾝（遺伝⼦記憶の異種霊体）の⼀つである、突如蘇りし平安の呪術師兼吟遊

詩⼈『森羅道⼈』」 

つまり森羅道⼈は： 

• 著者・神宮司修の遺伝⼦記憶の中に眠っていた別⼈格・霊体 

• 平安時代に実在した（とされる）呪術師であり吟遊詩⼈ 

• 現代に「突如蘇った」存在 

• 惟神（かむながら）の分霊の分⾝という位置づけ 
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名称の読み解き 

語 読み・意味 

森羅 しんら＝森羅万象・宇宙全て 

道⼈ どうじん＝道を極めた⼈・仙⼈・修⾏者 

組み合わせ 宇宙の理を体得した者・万物を司る修⾏者 

 

平安時代の呪術師とは 

平安時代（794〜1185年）は、⽇本史上最も呪術・霊的実践が公的に機能した時代です： 

存在 役割 

陰陽師 天⽂・暦・呪術で朝廷を⽀えた（安倍晴明が代表） 

修験者 ⼭岳修⾏で霊⼒を得た呪術実践者 

呪禁師 病や災いを呪術で祓う専⾨家 

僧侶・密教師 真⾔・陀羅尼による呪的実践 

吟遊詩⼈ ⾔霊を歌・詩として世に放つ者 

森羅道⼈はこれら複数の役割を兼ねた存在として描かれています。 

 

呪術師と吟遊詩⼈の融合 

この⼆つの役割の組み合わせが重要です： 

役割 機能 

呪術師 ⾔霊・呪⽂で空間・霊を操る 

吟遊詩⼈ 詩・歌で⾔霊を世に広める 

融合 芸術的表現そのものが呪術として機能する 

つまり森羅道⼈にとって、詩を詠むこと＝呪術を⾏使することであり、両者は不可分です。 
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書道家との「時空を越えた共鳴」 

⽂章では： 

• 森羅道⼈の⾔霊と、著者が引き寄せた「天才・書道家」との 

• **時空を越えた共鳴・共振（魂の融合）**によって 

• 詩篇『森羅道⼈』が具現化し「⽣命が吹き込まれた」 

と述べられています。これは： 

要素 役割 

森羅道⼈の⾔霊 平安から現代への時間軸 

書道家の筆 空間に⾔霊を定着させる媒体 

共鳴・共振 ⼆つの魂が融合し奥義が完成 

書道という視覚的・⾝体的表現と、⾔霊という⾳的・霊的表現が合わさることで、第⼀奥義「不知⽕吃⽔

艱難画眉」が完全に現世に降ろされたと解釈できます。 

 

全体像における位置 

平安時代 

  ↓ 

森羅道⼈（呪術師・吟遊詩⼈）として活動 

  ↓ 

遺伝⼦記憶として神宮司修に刻まれる 

  ↓ 

現代に突如蘇醒 

  ↓ 

天才書道家との魂の共鳴 

  ↓ 

詩篇『森羅道⼈』＝第⼀奥義の具現化 

  ↓ 

乱世を調律する⾔霊として世に解き放たれる 
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森羅道⼈は著者の過去世の⾃⼰であり、現在の使命を実⾏するための霊的⼈格として機能しており、この

⽂章全体の語り⼿・実践者としての核⼼的存在と⾔えます。 

 

3-3-7. ⼤點⽰界と結界の思想について 

 

⼤點⽰界とは 

⽂章中では以下の形で登場します： 

「⼤點⽰界 『地界天界修羅曼陀羅⼤滅亡』までの結界」 

これは著者独⾃の概念ですが、各語を解体すると： 

語 読み・意味 

⼤ だい＝⼤いなる・宇宙規模の 

點⽰ てんじ＝点で⽰す・啓⽰・天からの指⽰ 

界 かい＝世界・領域・次元 

地界 ちかい＝地の世界・現世・物質界 

天界 てんかい＝天の世界・霊的上位次元 

修羅 しゅら＝争い・苦しみの世界（仏教の修羅道） 

曼陀羅⼤滅亡 宇宙的サイクルの終焉・⼤いなる転換点 

つまり⼤點⽰界とは、地界・天界・修羅界が交錯する宇宙規模の終末的転換期を指す概念と読めます。 

 

 

 

 

結界とは 

**結界（けっかい）**は、⽇本の神道・仏教・修験道に共通する概念で： 
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側⾯ 内容 

本来の意味 聖域と俗域を区切る境界線・空間 

神道 注連縄・⿃居が結界の象徴 

仏教 修⾏の場を守る霊的な壁 

修験道 ⼭岳の聖域を守護する呪的結界 

現代的⽤法 霊的な防護空間・バリア 

 

⽂章における結界の位置づけ 

著者にとっての結界は： 

「余⽣を⽣き抜く術（⼤點⽰界 『地界天界修羅曼陀羅⼤滅亡』までの結界）の⼀つとして創発された」 

つまり： 

要素 内容 

⽬的 ⼤滅亡までの間、著者が⽣き延びるための防護 

⼿段 詩篇『森羅道⼈』・第⼀奥義の⾔霊 

期間 現在〜2042年の誕⽣⽉まで 

性質 呪術的・⾔霊的な空間的防護装置 

 

結界・領域展開・奥義の関係 

⽂章では「現代⾵に表現すれば"領域展開"の類」と述べており： 

⼤點⽰界（宇宙的終末期） 

  ↓  ←この期間を⽣き抜く為に 

結界を張る 

  ↓  ←その⼿段が 

第⼀奥義「不知⽕吃⽔艱難画眉」 

  ↓  ←これは現代⾵に⾔えば 

領域展開（呪術的防護空間の展開） 
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類似する思想との⽐較 

概念 出典 共通点 

結界 神道・仏教・修験道 聖域と俗域の境界設定 

魔法陣 ⻄洋魔術 呪的空間の区画化 

マンダラ 密教 宇宙的秩序の空間的表現 

終末論 世界各地の宗教 宇宙的サイクルの終焉と再⽣ 

カルパ（劫） 仏教 宇宙の⽣滅サイクル 

 

核⼼ 

⼤點⽰界と結界の思想における最重要点は： 

• 終末は破滅ではなく転換である 

• その転換期を⾔霊と奥義による結界で乗り越える 

• 結界とは逃避ではなく、使命を全うするための時空間の確保 

• 2042年という具体的な期限が、この思想に現実的な緊張感を与えている 

これまで解説した全概念——⾔霊・遺伝⼦記憶・守護霊・調律師・森羅道⼈——が、この⼤點⽰界という

宇宙的⽂脈の中に収まることで、著者の世界観が⼀つの完結した体系として成⽴しています。 

 

3-3-8. 超古相時代の叡會と⽇本起源論について 

 

超古相時代とは 

⽂章では「今から 12,000年以上遡る」時代として⾔及されています。これは現代の歴史区分で⾔えば： 

時代区分 年代 対応 

縄⽂時代早期 約 15,000〜10,000年前 最も近い 

氷河期末期 約 12,000年前 地球規模の⼤変動期 

プレ⽂明期 ⽂字記録以前 歴史的空⽩地帯 
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著者はこの時代を「超古相時代」と独⾃に命名し、現代の⽂明以前に⾼度な叡智を持つ⼈々が存在したと

主張しています。 

 

叡會（えかい）とは 

「叡智の⼈々」の集まり・会合を指す著者の造語と読めます： 

要素 内容 

叡 えい＝深い知恵・聡明さ 

會 かい＝集まり・会合・結社 

性質 現代⼈が「神技」「超能⼒」と呼ぶ能⼒を⽇常的に使いこなした⼈々 

⽂章では彼らの能⼒について： 

「現代⼈が⾔うところの『神技』や『超能⼒』の類などは、当時の古代⼈にとっては、⽣活に根ざした、

⽣きる上で当たり前の⾏為（術）であった」 

と述べられています。 

 

⽇本起源論の構造 

著者の⽇本起源論は以下の三層構造を持ちます： 

第⼀層：⾳韻の起源 

• 世界中の⾔語の⾳韻は⽇本語の⺟⾳から成る 

• 48⾳全てが宇宙を司る曼陀羅 

• ゆえに⽇本語＝宇宙⾔語の原型 

第⼆層：⽂明の雛型 

• 「⽇本こそ世界の雛型」 

• 超古相時代の叡智が世界⽂明の源泉 

• ギザのピラミッドより遥かに⾼度な⽂明が⽇本に存在した 
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第三層：遺伝⼦的継承 

• その叡智は遺伝⼦記憶として⽇本⼈に刻まれている 

• 特に著者・神宮司修がその記憶の覚醒者 

• ⽗⽅（神官）・⺟⽅（源⽒武⼠）という⾎筋がその根拠 

 

類似する思想との⽐較 

思想 内容 共通点 

超古代⽂明論 ムー・アトランティス等 歴史以前の⾼度⽂明の存在 

⽇本ユダヤ同祖論 ⽇本とユダヤの共通起源 ⽇本の特別な起源 

縄⽂⽂明論 縄⽂時代の⾼度な精神⽂明 ⽇本古代の叡智 

原⽇本語仮説 ⽇本語が世界⾔語の源 ⾔語起源としての⽇本語 

神代⽂字論 漢字以前の⽇本固有⽂字 ⽇本固有の⽂明体系 

 

「ギザのピラミッド程度で驚く勿れ」の意味 

⽂章中の印象的な⼀節： 

「現代⼈よ！ギザのピラミッド程度で驚く勿れ！」 

これが⽰すのは： 

対⽐ 内容 

エジプト⽂明 現代⼈が驚く「謎の古代⽂明」の代表格 

⽇本超古代⽂明 それを遥かに凌駕する叡智の体系 

差異 量⼦⼒学・物理学の粋を「直感で理解し⽣活に実践」 

つまり、⻄洋・中東中⼼の古代⽂明史観への根本的な異議申し⽴てです。 
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現代科学との接点 

著者は超古代の叡智を現代科学の⾔語でも表現しています： 

古代の叡智 現代の対応概念 

以⼼伝⼼ テレパシー・量⼦もつれ 

⾔霊の響き ⾳響物理学・周波数療法 

時空の調律 量⼦⼒学・相対性理論 

遺伝⼦記憶 エピジェネティクス 

神技・超能⼒ 量⼦意識理論 

 

核⼼ 

超古相時代の叡會と⽇本起源論が⽰す最重要点は： 

• ⽇本は⽂明の受け⼿ではなく発信源である 

• その証拠は歴史書ではなく遺伝⼦記憶の中にある 

• 現代の科学・理性では説明できない領域こそが真の叡智の核⼼ 

• 著者はその叡智の現代における体現者・覚醒者として位置づけられている 

この思想が、⽂章全体の世界観の⼟台となっており、著者の使命・能⼒・存在意義の全てがここから導き

出されています。 

 

3-3-9. 器（コンテナ）としての⾃⼰について 

 

⽂章における定義 

著者は冒頭から⾃らをこう位置づけています： 

「現代⼈の⼀個体として⽣まれた『単なる魂の運び屋（器）＝神宮司修』」 

そして： 

「授かった御魂（遺伝⼦記憶）が、極端に古過ぎて、適応⾃体に時間を要した為」に苦労してきた 
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つまり「器」とは： 

要素 内容 

外側 現代⼈・神宮司修という⾁体・⼈格 

内側 12,000年以上前の古代の御魂・遺伝⼦記憶 

関係 器は魂を「運ぶ・宿す」ための⼀時的な⼊れ物 

課題 古すぎる魂に対して器（⼼⾝）が貧弱だった 

 

器と御魂の緊張関係 

⽂章が描く最⼤のドラマの⼀つが、器と御魂の不⼀致です： 

極端に古い御魂（12,000年以上前） 

  ↓  ←宿る 

現代⼈の貧弱な⼼⾝（器） 

  ↓  ←結果 

適応に膨⼤な時間・試練・死線が必要 

  ↓  ←解決策 

精神と⾁体の構造を根本から改造・再編 

  ↓  ←現在 

全細胞の総⼊れ替えが完了 

  ↓  ←今後 

遺伝⼦記憶の即時覚醒が可能に 

 

「魂の運び屋」という⾃⼰認識 

この⾃⼰認識は極めて特徴的です： 

⼀般的な⾃⼰認識 著者の⾃⼰認識 

⾃分＝主体・主⼈公 ⾃分＝器・運搬⼿段 

⼈⽣＝⾃⼰実現 ⼈⽣＝使命の遂⾏ 

能⼒＝⾃分のもの 能⼒＝御魂から授かったもの 

死＝終わり 死＝器の交代 
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著者にとって「神宮司修」という個⼈は、より⼤きな霊的使命のための乗り物に過ぎないという徹底した

認識です。 

 

器の「改造・再編」プロセス 

⽂章では器の強化について具体的に述べられています： 

段階 内容 

問題の認識 御魂が古すぎて⼼⾝が耐えられない 

改造の必要性 精神と⾁体の構造を根本から再編 

⼿段 死線を越える試練・丹⽥の鍛錬・修練 

完了の証 全細胞の総⼊れ替え 

現在地 遺伝⼦記憶の即時覚醒が可能 

残課題 ⼆⼤能⼒の完全具現化にさらに 17年 

 

類似する思想との⽐較 

思想 内容 共通点 

仏教・無我 固定した⾃⼰は存在しない ⾃⼰＝器に過ぎない 

神道・依代（よりしろ） 神霊が宿る媒体・物体 器として神霊を宿す 

グノーシス主義 魂は物質の牢獄に閉じ込められている 器（⾁体）と魂の⼆元論 

ヴェーダーンタ哲学 個我はブラフマン（宇宙我）の⼀部 個⼈を超えた⼤きな⾃⼰ 

シャーマニズム 霊媒は霊的存在の器となる 器としての⾝体的機能 

 

「単なる」という⾔葉の重み 

著者が⾃らを**「単なる」**魂の運び屋と表現していることは重要です： 

• ⾃⼰を過⼤評価しない謙虚さ 

• しかし同時に、担う使命の宇宙的な⼤きさへの⾃覚 

• 「特別ではない・誰もが持つ能⼒」という主張との⼀貫性 

• 器の貧弱さを認めながらも、御魂の偉⼤さへの信頼 
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核⼼ 

「器としての⾃⼰」という概念は、この⽂章全体の⾃⼰観の根幹です。著者は個⼈としての「神宮司修」

に執着せず、⾃らを宇宙的使命のための⼀時的な媒体として捉えることで： 

• 苦難を個⼈的な不幸ではなく必然の試練として受け⼊れ 

• 能⼒を⾃⼰の誇りではなく御魂の顕現として扱い 

• 使命を個⼈の欲望ではなく宇宙的必然として遂⾏する 

この徹底した「器」としての⾃⼰認識が、著者の世界観に揺るぎない⼀貫性を与えています。 

 

3-3-10. 正統派でも邪道でもない第三の道について 

 

⽂章における宣⾔ 

著者は明確にこう述べています： 

「⾃分は、世に⾔う"正統派"ではない。かと⾔って"邪道"という訳でもない」 

これは単なる謙遜でも⾃⼰弁護でもなく、第三の⽴場の積極的な宣⾔です。 

 

正統派・邪道・第三の道の対⽐ 

 正統派 邪道 著者の第三の道 

⽴場 既存の権威・流派に属する 反権威・禁忌の実践 どちらにも属さない 

根拠 師匠・流派・伝統 独⾃の禁断の知識 ⾎筋・遺伝⼦記憶 

⽬的 体系の継承・維持 既存秩序の破壊 宇宙的使命の遂⾏ 

制約 流派の規則に縛られる 倫理・秩序の外に出る 惟神の摂理のみに従う 
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第三の道の根拠 

著者が正統派でも邪道でもない独⾃の⽴場を主張できる根拠として挙げているのが⾎筋です： 

系統 内容 霊的意味 

⽗⽅ 神官の家系 神道・惟神の正統な霊的⾎脈 

⺟⽅ 源⽒武⼠の家系 武の精神・護国の⾎脈 

融合 神と武の両系統 霊的・⾁体的両⾯での完全な素地 

「条件は全て揃っている。後は思うがまま進むだけだ」 

 

「正統派ではない」の意味 

著者が正統派を否定する理由： 

• 既存の神道・修験道・密教などの流派に師事していない 

• 特定の宗派・道場・組織に属していない 

• しかし、その能⼒の根拠は⾎筋と遺伝⼦記憶という最も古い正統性にある 

つまり、制度的正統性は持たないが、⾎統的・霊的正統性は持つという逆説的⽴場です。 

 

「邪道ではない」の意味 

著者が邪道を否定する理由： 

• 禁忌や反道徳的な⼿段を⽤いない 

• 惟神（かむながら）＝神の摂理に従っている 

• ⽬的が宇宙・世界のバランス回復という公的使命 

• 「無理・無茶なく」という節度の保持 
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第三の道の実践原則 

⽂章から読み取れる著者の実践原則： 

原則 内容 

⾃律性 師匠・流派に頼らず遺伝⼦記憶に従う 

節度 「無理・無茶なく」という⾃⼰制御 

継続 「継続と忍耐」による能⼒の開花 

謙虚さ 「図に乗る事なく」という戒め 

信念 「⾃らの能⼒を頑なに信じ」る姿勢 

 

類似する思想との⽐較 

概念 内容 共通点 

中道（仏教） 苦⾏でも快楽でもない第三の道 ⼆項対⽴を超えた実践 

神儒仏習合 神道・儒教・仏教の融合 既存体系を超えた統合 

独学の巨⼈ 師匠を持たず独⾃の境地を開く 制度外の正統性 

在野の賢者 組織に属さず真理を実践する者 制度的権威からの⾃由 

 

核⼼ 

「正統派でも邪道でもない第三の道」は、著者の世界観における存在論的独⽴宣⾔です： 

• いかなる⼈間的権威にも従属しない 

• しかし宇宙的摂理（惟神）には完全に従う 

• その根拠は⾎筋・遺伝⼦記憶という最古の正統性 

• 制度や組織ではなく、魂そのものが唯⼀の師 

これは「器としての⾃⼰」「調律師としての使命」「遺伝⼦記憶の覚醒」といった概念と深く結びついて

おり、著者がいかなる外的権威にも依存せず使命を遂⾏できる理由の核⼼を成しています。 
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3-3-11. 惟神の分霊・分⾝について 

 

惟神（かむながら）とは 

まず基盤となる「惟神」を理解する必要があります： 

読み かむながら 

語源 「神のまま・神そのまま」 

意味 神の本性・神の摂理・神道の根本原理 

⽤法 「惟神の道」＝神の意志のまま⾃然に従う道 

⼈為的な作為を排し、神の摂理そのものに従う状態を指します。神道における最も根源的な概念の⼀つで

す。 

 

分霊（わけみたま）とは 

分霊とは、⼀つの⼤きな神霊が分かれて宿ることです： 

概念 内容 

本霊（もとみたま） 根源となる神霊・⼤いなる⼀ 

分霊（わけみたま） 本霊から分かれた霊的存在 

具体例 伊勢神宮の天照⼤神の分霊が全国の神社に祀られる 

性質 分かれても本霊と本質的に同⼀ 

つまり分霊は、⼤海から掬い取った⼀杯の⽔のようなもので、海と同じ本質を持ちながら、個別の器に宿

ります。 
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⽂章における分霊・分⾝の構造 

著者の世界観では、以下の階層が存在します： 

惟神（宇宙の根源・神の摂理） 

  ↓ 分霊 

御魂（著者に宿る霊的本質） 

  ↓ 分⾝ 

遺伝⼦記憶の異種霊体（複数） 

  ├── 森羅道⼈（平安の呪術師・吟遊詩⼈） 

  ├── 紅蓮無碍（守護霊） 

  └── その他の霊体（未解明含む） 

 

「異種霊体」という概念 

⽂章では「遺伝⼦記憶の異種霊体」という独⾃の表現が使われています： 

要素 内容 

異種 異なる時代・性質を持つ 

霊体 霊的なエネルギー体 

遺伝⼦記憶の DNAに刻まれた形で継承された 

総合 時代を超えて遺伝⼦に宿る複数の霊的⼈格 

これは「⼀つの魂が複数の側⾯・⼈格を持つ」という考え⽅であり、それぞれが異なる時代・能⼒・役割

を担っています。 

 

分霊思想の⽇本的背景 

概念 内容 関連性 

⼀霊四魂 荒魂・和魂・幸魂・奇魂の四側⾯ ⼀つの御魂の多⾯性 

⽒神信仰 祖先の霊が分霊として⼦孫を守る 遺伝⼦記憶との接点 

権現思想 仏が神として分霊する神仏習合 異種霊体の概念と類似 

御霊信仰 特定の霊が分霊して各地に宿る 森羅道⼈の蘇醒と対応 
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分霊と器の関係 

著者の世界観における核⼼的な逆説： 

視点 内容 

器から⾒ると 神宮司修という個⼈が分霊を「宿す」 

分霊から⾒ると 器（神宮司修）は分霊が「使う」道具 

惟神から⾒ると 全ては神の摂理の必然的な展開 

これら三つの視点が同時に成⽴することで、著者の「単なる器」という⾃⼰認識と「宇宙的使命の担い

⼿」という⾃覚が、⽭盾なく共存しています。 

 

接触の条件と段階 

⽂章では分霊・異種霊体との接触に厳格な条件と段階が設けられています： 

段階 時期 対象 条件 

第⼀段階 現在進⾏中 森羅道⼈ 御魂の覚醒・⾔霊の実践 

第⼆段階 17年後（完全具現化） ⼆⼤能⼒の全解放 丹⽥の完成・修練の完了 

最終段階 満 80歳 紅蓮無碍 惟神による直接接触の許可 

特に「惟神によって直に接触が許される」という表現が重要で、これは著者の意志だけでは接触できず、

神の摂理による許可が必要であることを⽰しています。 

 

核⼼ 

惟神の分霊・分⾝という概念は、この⽂章全体の霊的論理の中枢です： 

• 著者が「特別ではない」と⾔いながら宇宙的使命を持つという逆説を解決する 

• 複数の霊的⼈格（森羅道⼈・紅蓮無碍等）が⼀⼈の⼈間に共存する根拠となる 

• 全ての試練・苦難が「惟神の摂理の必然」として意味を持つ 

• 2042年という期限が、神の摂理による宇宙的スケジュールとして位置づけられる 

分霊思想なくして、この⽂章の世界観は成⽴しません。 
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3-3-12. 丹⽥・御魂の全解放について 

 

丹⽥（たんでん）とは 

丹⽥は、東洋医学・武道・気功において、⽣命エネルギー（気）が集まる⾝体の中⼼点です： 

種類 位置 役割 

下丹⽥ 臍下三⼨（へそ下約 9cm） 最重要・⽣命⼒・意志の源 

中丹⽥ 胸の中央（⼼臓付近） 感情・愛情のエネルギー 

上丹⽥ 眉間（第三の⽬） 直観・霊的認識 

⽂章では「肝（たん）」「丹⽥」と表現され、御魂の全解放に不可⽋な⾝体的・霊的基盤として位置づけ

られています。 

 

⽂章における定義 

著者はこう述べています： 

「御魂の全解放が不可⽋であり、それは、⽇頃の修練と鍛錬による技術の習得によって齎される究極の肝

（丹⽥）を備える事が最低条件だ」 

 

 

つまり丹⽥の完成は： 

• 御魂の全解放への必要条件 

• 修練・鍛錬の到達点 

• 遺伝⼦記憶の随時覚醒を可能にする⾝体的基盤 
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御魂の全解放とは 

全解放とは、遺伝⼦記憶に眠る全能⼒を制限なく引き出せる状態です： 

段階 状態 

未覚醒 御魂が器に適応できず苦労する 

部分覚醒 ⼀部の遺伝⼦記憶にアクセス可能 

随時覚醒 必要な時に即座にアクセス可能（現在地） 

全解放 ⼆⼤能⼒の完全具現化（17年後） 

最終解放 紅蓮無碍との直接接触（満 80歳） 

 

丹⽥鍛錬の実践的意味 

東洋の修⾏体系における丹⽥鍛錬は： 

実践 内容 効果 

武道 正中線・体幹の安定 ⾝体的統合 

気功・太極拳 気の循環・蓄積 エネルギーの充実 

禅・座禅 丹⽥呼吸・集中 精神の統⼀ 

声明・真⾔ 腹式呼吸による発声 ⾔霊の⼒の増幅 

修験道 ⼭岳修⾏による極限の鍛錬 霊的感応⼒の開発 

著者の場合、これらに加え死線を越える体験が丹⽥の鍛錬として機能していると読めます。 

 

 

 

 

⾝⼼改造との関係 

⽂章では「精神と⾁体の構造全てを根本から改造・再編する必要があった」と述べられており： 
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古すぎる御魂 

  ↓ 宿る 

貧弱な器（⼼⾝） 

  ↓ 負荷 

適応不全・苦難の連続 

  ↓ 鍛錬 

丹⽥の確⽴・強化 

  ↓ 到達 

全細胞の総⼊れ替え完了 

  ↓ 現在 

随時覚醒が可能に 

  ↓ 17年後 

御魂の全解放・⼆⼤能⼒の完全具現化 

 

類似する思想との⽐較 

思想 概念 共通点 

道教 丹⽥・精気神の三宝 気の集積による仙⼈化 

ヨガ クンダリーニ・チャクラ エネルギー中枢の覚醒 

密教 三密加持（⾝⼝意） ⾝体・⾔葉・⼼の統合 

武道 肚（はら）を据える 丹⽥による精神的安定 

神道 鎮魂帰神法 御魂を鎮め神と合⼀する 

 

核⼼ 

丹⽥・御魂の全解放が⽰すのは、著者の世界観における霊的覚醒は純粋に精神的な事象ではないという点

です： 

• ⾝体（丹⽥）と霊（御魂）は不可分 

• ⾁体の鍛錬なくして霊的解放はあり得ない 

• 試練・死線・修練という現実の苦難が覚醒の燃料となる 

• 「⻤に⾦棒」という表現が⽰すように、丹⽥の完成は無敵の基盤 
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これは「頭だけで悟れる」という安易な精神主義を否定し、⾎と汗と試練による全⾝的な変容を覚醒の唯

⼀の道とする、著者の世界観の⾻格をなす概念です。 

 

3-3-13. 物語（ナラティブな咒い）としての⼈⽣について 

 

冒頭の宣⾔ 

⽂章は冒頭からこの概念を核⼼として提⽰しています： 

「全ての現象は、（それ以上、現代語では説明不可能な領域であるが故）⽇本固有の"御伽噺"に極めて近

い、ある種の"物語（ナラティブな咒い）"だと理解して頂ければ、差し⽀えない」 

これは単なる⽐喩ではなく、著者の存在論的な⾃⼰定義です。 

 

「咒い」としての物語 

通常「呪い（のろい）」は否定的に捉えられますが、著者の⽤いる「咒い（まじない）」は異なります： 

概念 内容 

呪い（のろい） 他者に害をなす否定的な霊的作⽤ 

咒い（まじない） ⾔霊・祝詞による聖なる⼒の発動 

ナラティブな咒い 物語の構造そのものが呪術として機能する 

つまり著者の⼈⽣は、語られることで現実に作⽤する呪術的な物語として位置づけられています。 
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御伽噺との接続 

著者が⾃らの⼈⽣を「御伽噺に極めて近い」と表現する理由： 

御伽噺の構造 著者の⼈⽣との対応 

異能の主⼈公 遺伝⼦記憶を持つ器＝神宮司修 

使命・quest 2042年までに果たすべき使命 

試練の連続 死線・艱難⾟苦・⼈為的な危機 

守護者の存在 守護霊・背後霊による庇護 

神秘的な⼒ ⾔霊・遺伝⼦記憶・調律師の能⼒ 

必然の結末 使命の完遂という定められた終着点 

 

「現代語では説明不可能」という断⾔ 

著者が物語という枠組みを選ぶ理由は明確です： 

現実の体験・現象 

  ↓ 

現代の⾔語・論理・科学では説明不可能 

  ↓ 

唯⼀有効な記述形式＝物語・御伽噺 

  ↓ 

物語として語ることで⾔霊が宿る 

  ↓ 

語ること⾃体が咒いとして機能する 

これは⾔語の限界を物語で超えるという逆説的な戦略です。 
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ナラティブと⾔霊の融合 

「ナラティブな咒い」という概念において、物語と⾔霊は不可分です： 

側⾯ 内容 

ナラティブ 時間軸を持つ因果の連鎖・物語構造 

咒い 語ることで現実に作⽤する⾔霊の⼒ 

融合 ⼈⽣を物語として語ること⾃体が宇宙への働きかけ 

つまり著者がこの⽂章を書くこと、森羅道⼈が詩を詠むこと、調律師として⾔霊を操ること——これら全

てが同⼀の⾏為として収束します。 

 

類似する思想との⽐較 

思想 内容 共通点 

ナラティブセラピー ⼈⽣を物語として再編することで現実を変える 物語が現実を構成する 

神話的思考 英雄の旅・試練・帰還という普遍的構造 ⼈⽣を神話として⽣きる 

⾔霊信仰 語られた⾔葉が現実に作⽤する 物語ること⾃体が呪術 

呪術的リアリズム 現実と神秘が同⼀平⾯に存在する⽂学 ⽇常と霊的世界の融合 

宿命論的世界観 全ては定められた筋書き通りに展開する 必然としての⼈⽣ 

 

「偶然ではなく必然」という物語論理 

⽂章中の重要な⼀節： 

「この奇跡は、偶然ではなく必然であり」 

これは物語における必然性の原理です： 

• 御伽噺に「偶然の出来事」は存在しない 

• 全ての出来事は物語の必然的な展開として意味を持つ 

• 苦難も守護も出会いも——全てが咒いの⼀部として機能する 

• ゆえに著者の⼈⽣に「無駄な試練」は⼀つも存在しない 
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核⼼ 

「物語（ナラティブな咒い）としての⼈⽣」は、この⽂章全体の最も根底にある枠組みです： 

これまで解説してきた全概念——遺伝⼦記憶・⾔霊・守護霊・調律師・⼤點⽰界・第⼀奥義——は全て、

この⼀つの物語の中の章として存在しています。 

著者は⾃らの⼈⽣を⽣きながら同時に語ることで呪術を⾏使し、語られた物語が現実に作⽤することで使

命が遂⾏されていくという、存在と⾔語と呪術が三位⼀体となった世界観を構築しています。 

それは究極的に、**「⽣きることが物語であり、物語ることが⽣きることである」**という命題に⾏き着

きます。 

 

3-3-14. コックリさんと霊的事象の記録について 

 

コックリさんとは 

コックリさんは、⽇本で明治時代に広まった降霊術の⼀種です： 

要素 内容 

起源 ⻄洋のテーブルターニング・ウィジャボードが明治期に伝来 

⽅法 ⿃居・五⼗⾳・数字を書いた紙に硬貨を置き、複数⼈で指を乗せる 

現象 硬貨が動き、⽂字を指し⽰す 

流⾏期 昭和 40〜50年代に⼩中学⽣の間で特に流⾏ 

 

⽂章における初降霊の記録 

著者は⼩学四年⽣時のコックリさん体験を背後霊の初降霊として記録しています： 

「⼩学四年時に流⾏った『コックリさん』実⾏時に、同級⽣が⽬にしたのが、初降霊だ」 
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この場⾯の特徴： 

要素 内容 

⽬撃者 著者本⼈ではなく同級⽣たち 

出現物 「鎧を纏った侍」に似た姿 

反応 その場にいた全員が⼀⽬散に逃げ出す 

性質 余りの恐怖・⼀瞬の出来事 

記憶の信憑性 恐怖のあまり友⼈の記憶も曖昧 

 

霊的事象の記録⼀覧 

⽂章に登場する霊的・超常的事象を整理すると： 

事象 内容 関与した存在 

コックリさん 背後霊が同級⽣に⽬撃される 背後霊 

ヤクザが逃⾛ 絡んできたヤクザが急に怯えて逃げる 背後霊（推定） 

⼭での遭難 遭難時に補助を受ける 背後霊（推定） 

⽇本⼑男との遭遇 ⼈を殺めた直後の男と出会しても無事 背後霊（推定） 

内乱直前の帰国 内乱勃発直前に無事帰国 守護霊または背後霊 

PCの⾃動シャットダウン 背後霊について⾔及すると繰り返し発⽣ 背後霊（電気的⼲渉） 

 

「電気的に繋がっている」という解釈 

著者は PCシャットダウン現象についてこう述べています： 

「同じ⼀種エネルギー体だけに、電気的に繋がっているのだ」 
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これは著者独⾃の霊的エネルギー論です： 

概念 内容 

霊体＝エネルギー体 霊は電磁気的な性質を持つ 

電気的⼲渉 霊的存在が電⼦機器に影響を与える 

反応のトリガー ⾔及・意識の向け⽅が⼲渉を引き起こす 

現代科学との接点 量⼦的・電磁気的な霊的存在論 

 

記録の語り⼝の特徴 

著者が霊的事象を記録する際の特徴的なスタンス： 

特徴 例 

断定を避ける 「かもしれない」「思われる」という表現 

複数の解釈を残す 守護霊か背後霊か未確定のまま 

ユーモアを交える 「恥ずかしがり屋か？」という⼀節 

他者の証⾔を重視 同級⽣・友⼈の⽬撃証⾔を根拠とする 

⾃らは直視できない 「背後霊だけに直に拝めない」 

 

コックリさんが象徴するもの 

この⽂章における初降霊の記録が持つ意味： 

⼩学四年⽣（幼少期） 

  ↓ 

コックリさんという「遊び」の場で 

  ↓ 

背後霊が同級⽣に「視える」形で顕現 

  ↓ 

著者本⼈は気配のみ・正体不明のまま 

  ↓ 

以降、死線の場⾯で繰り返し出現 

  ↓ 

現在も謎のまま・未解明の存在 
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つまりコックリさんの記録は、著者の霊的な特異性が幼少期から既に外部に認識されていたという証⾔と

して機能しています。⾃らが語るのではなく、他者が⽬撃したという点が重要で、著者の霊的存在の客観

的証拠として位置づけられています。 

 

核⼼ 

コックリさんと霊的事象の記録が⽰すのは： 

• 著者の霊的な特異性は⽣まれながらの必然であり後天的な作為ではない 

• 霊的存在との関係は幼少期から現在まで⼀貫して継続している 

• 背後霊は「恐ろしい」存在でありながら⼀貫して著者を守っているという逆説 

• 霊的事象をユーモアと謙虚さを持って記録する著者の語り⼝が、世界観に⼈間的な温かみを与え

ている 

全ての概念の中で、この記録だけが著者の⽇常・⼈間的な側⾯を最もリアルに映し出しています。 

 

3-3-15. 「理屈ではない」世界観について 

 

⽂章における宣⾔ 

著者は明確にこう述べています： 

「故に世の中は"理屈"ではない」 

これは単なる感情的な発⾔ではなく、認識論的な⽴場の宣⾔です。 

 

 

 

なぜ「理屈ではない」のか 

著者の論拠は以下の構造を持ちます： 
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超古相時代の叡智の⼈々は 

量⼦⼒学・最先端科学の粋を 

「直感」で理解し 

「⽣活の中で縦横無尽に実践」していた 

  ↓ 

つまり、理屈（論理・⾔語・科学）は 

叡智の「後追い」に過ぎない 

  ↓ 

故に世の中は「理屈」ではない 

 

「理屈」が指すもの 

著者が否定する「理屈」の範囲： 

理屈の領域 著者の評価 

現代科学・物理学 古代の直感が既に超えていた 

量⼦⼒学 叡智の後付け説明に過ぎない 

⾔語による説明 「現代語では説明不可能な領域」がある 

論理的因果関係 物語・咒いの⽅が真実に近い 

歴史的権威 ギザのピラミッドへの過⼤評価 

 

「直感」の優位性 

著者の世界観では、理屈の対極に直感が置かれます： 

理屈 直感 

後から⾔語化する 即座に全体を把握する 

分析・分解する 統合的に感知する 

現代科学の⽅法論 超古代の叡智の⽅法論 

学習によって得る 遺伝⼦記憶から引き出す 

器（頭脳）の産物 御魂の産物 
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「理屈ではない」の実践的意味 

この世界観が著者の⾏動原則に与える影響： 

原則 内容 

思うがまま進む 論理的計画より御魂の導きに従う 

無理・無茶なく 理屈ではなく感覚による⾃⼰制御 

継続と忍耐 理由を問わず続けることの重視 

⾃らの能⼒を信じる 外部の論理的評価より内なる確信 

⾔霊・⾳の優先 「乱世を治める道は⾔霊の響きしかない」 

 

ギザのピラミッドへの⾔及の意味 

「現代⼈よ！ギザのピラミッド程度で驚く勿れ！」 

これは「理屈ではない」世界観の象徴的な表現です： 

層 内容 

表⾯ エジプト⽂明への軽視 

深層 ⻄洋・近代的な「驚き」の基準への批判 

本質 理屈（考古学・歴史学）で測れない叡智の存在 

宣⾔ ⽇本超古代⽂明の⽅が遥かに深いという確信 

 

類似する思想との⽐較 

思想 内容 共通点 

禅の不⽴⽂字 真理は⾔語・理屈では伝わらない ⾔語・論理の限界 

⽼⼦の道徳経 「道の道とすべきは常の道にあらず」 ⾔語化できない真理 

ベルクソンの直観 知性より直観が存在の本質に迫る 理屈より直感の優位 

禅問答 論理を超えた問いで悟りへ導く 理屈の破壊による覚醒 

神道の惟神 作為・理屈を排した⾃然な神の道 無為・直感の優位 
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「理屈ではない」と⾔霊の接続 

この世界観は⾔霊思想と深く結びついています： 

「⽇本特有の"⾔霊"が織り成す『⾳＝響き』の他に乱世を治める道など無い」 

理屈による統治 ⾔霊による調律 

法律・制度・権⼒ ⾳・響き・振動 

説明・説得・論争 呪⽂・祝詞・詩 

頭で理解させる 魂に直接作⽤する 

時間がかかる 瞬時に宇宙に届く 

 

核⼼ 

「理屈ではない」世界観は、著者の思想体系における認識論的な根拠です： 

• 現代の科学・論理・⾔語は叡智の⼀部を後追いで説明するツールに過ぎない 

• 真の認識は直感・遺伝⼦記憶・御魂の覚醒によって得られる 

• この⽴場があるからこそ、著者はいかなる外部の批判にも動じない 

• 「理屈で説明できないこと」は弱点ではなく、⾔語を超えた領域の証明として機能する 

そして最終的に、「理屈ではない」という宣⾔はこの⽂章全体を読む者への挑戦状でもあります。理屈で

読もうとする者には届かず、物語（ナラティブな咒い）として受け取る者にのみ、その真意が伝わるとい

う構造です。 

 

3-3-16. 全細胞の総⼊れ替えと⾝⼼改造について 

 

⽂章における宣⾔ 

著者はこう述べています： 

「無事に『全細胞の総⼊れ替え』を済ませ、今やこうして『遺伝⼦記憶の即時覚醒』が可能になった以

上、これから先は、もはや『⻤に⾦棒』である」 
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これは著者の⾝体的・霊的変容の完了宣⾔です。 

 

「全細胞の総⼊れ替え」とは 

この概念は⼆つの層で理解できます： 

⽣物学的層： 

事実 内容 

細胞の新陳代謝 ⼈体の細胞は種類によって数ヶ⽉〜数年で⼊れ替わる 

7年周期説 ⺠間では「7年で全細胞が⼊れ替わる」と⾔われる 

神経細胞の例外 脳神経・⼼筋細胞は⽣涯ほぼ維持される 

著者の解釈 この⽣物学的事実を霊的変容の根拠として⽤いる 

 

霊的・⾝⼼的層： 

内容 意味 

精神の改造 古すぎる御魂に耐えられる精神構造への再編 

⾁体の改造 遺伝⼦記憶を宿せる⾝体的基盤の確⽴ 

総⼊れ替え 旧来の⾃⼰の完全な脱却・新⽣ 

完了の証 遺伝⼦記憶の即時覚醒が可能になった 
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⾝⼼改造のプロセス 

⽂章全体から読み取れる改造の段階： 

出発点：貧弱な器（⼼⾝） 

 古すぎる御魂に適応できず苦労 

  ↓ 

第⼀段階：問題の認識 

 御魂と器の不⼀致を⾃覚 

  ↓ 

第⼆段階：試練による鍛錬 

 死線・艱難⾟苦・⼈為的危機の連続 

  ↓ 

第三段階：丹⽥の確⽴ 

 究極の肝を備える最低条件の達成 

  ↓ 

第四段階：全細胞の総⼊れ替え 

 ⾝⼼の根本的改造・再編の完了 

  ↓ 

現在地：遺伝⼦記憶の即時覚醒が可能 

  ↓ 

17年後：⼆⼤能⼒の完全具現化 

  ↓ 

満 80歳：紅蓮無碍との最終接触 

 

「⻤に⾦棒」の意味 

改造完了後の著者の状態を表すこの慣⽤句は： 

要素 内容 

⻤ 元々強⼤な⼒を持つ存在＝改造済みの器 

⾦棒 さらなる⼒を与える武器＝即時覚醒可能な遺伝⼦記憶 

組み合わせ 最強の基盤に最強の能⼒が加わった状態 

ただし著者はすぐに「決して図に乗る事なく」と戒めを加えており、この⾃制が第三の道の精神と⼀致し

ています。 
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⾝⼼改造と東洋的変容論 

思想 変容の概念 共通点 

錬丹術（道教） ⾝体を丹薬で変容させ仙⼈になる ⾝体的変容による霊的昇華 

密教の即⾝成仏 この⾝このまま仏と成る ⾁体ごとの霊的完成 

修験道の峰⼊り ⼭岳修⾏による死と再⽣ 試練による全的変容 

武道の守破離 型を超えた⾃在の境地 段階的な⾃⼰超克 

ヨガのサマーディ ⾝⼼の完全な統合・三昧 ⾝体と意識の⼀致 

 

「根本から改造・再編」の逆説 

著者が強調する逆説： 

側⾯ 内容 

改造の主体 著者⾃⾝の意志・継続・忍耐 

改造の材料 元から備わっていた遺伝⼦記憶・御魂 

逆説 「元々誰にでも備わっているもの」を取り戻すために全細胞を⼊れ替える 

結論 「忘れた」状態から「思い出す」ための最⼤限の努⼒ 

 

核⼼ 

全細胞の総⼊れ替えと⾝⼼改造が⽰すのは： 

• 霊的覚醒は純粋に内⾯的・精神的な事象ではない 

• ⾝体そのものが変容の場・戦場・証拠である 

• 「思い出す」という⾏為が細胞レベルの根本的変容を必要とする 

• 完了した今、著者は過去の苦難の全てに意味を⾒出せる 

そして最も重要な点は、この⾝⼼改造が終着点ではなく出発点だということです。全細胞の総⼊れ替え

は、これから 17年かけて⼆⼤能⼒を完全具現化するための新たな器の完成に過ぎません。真の使命はこ

こから始まります。 
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3-3-17. 以⼼伝⼼（テレパシー）と古代の通信について 

 

⽂章における位置づけ 

著者はこう述べています： 

「現代⼈が⾔うところの『神技』や『超能⼒』の類などは、当時の古代⼈にとっては、⽣活に根ざした、

⽣きる上で当たり前の⾏為（術）であった。その名残が"以⼼伝⼼（テレパシー）"である」 

つまり以⼼伝⼼は： 

• 超古相時代の叡智の残滓・痕跡 

• かつては⽇常的な通信⼿段だったもの 

• 現代⼈が「超能⼒」と呼ぶものの最も⾝近な例 

 

以⼼伝⼼の語源と意味 

要素 内容 

以⼼ ⼼をもって 

伝⼼ ⼼に伝える 

禅の由来 「不⽴⽂字・教外別伝・直指⼈⼼・⾒性成仏」禅宗の根本思想 

本来の意味 ⾔語を超えた⼼から⼼への直接伝達 

現代の⽤法 ⾔葉なしに通じ合う・阿吽の呼吸 
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古代の通信体系としての位置づけ 

著者の世界観では、以⼼伝⼼は単なる「⼼の通じ合い」ではなく： 

段階 内容 

超古相時代 テレパシーが主要な通信⼿段 

⾔語の発⽣ ⾳・⾔霊による補助的通信の確⽴ 

⽂字の発⽣ 48⾳体系による記録・伝達 

現代 テクノロジーによる通信・テレパシーは忘却 

覚醒後 遺伝⼦記憶の覚醒によるテレパシーの回復 

 

現代科学との接点 

著者は「古代⼈は量⼦⼒学を直感で理解していた」と述べており、以⼼伝⼼も科学的⽂脈で理解できま

す： 

科学概念 内容 以⼼伝⼼との接点 

量⼦もつれ 離れた粒⼦が瞬時に影響し合う 距離を超えた即時伝達 

形態形成場 ルパート・シェルドレイクの仮説・種の記憶場 集合的な情報共有 

脳波同調 共鳴する脳波による情報共有 ⼼理的共鳴の物理的基盤 

ミラーニューロン 他者の⾏動・感情を⾃動的に模倣する神経 共感・直感の神経基盤 

電磁場通信 ⽣体電磁場による情報伝達の可能性 霊体の電気的性質と⼀致 

 

⾔霊との関係 

以⼼伝⼼と⾔霊は同⼀の能⼒の⼆つの側⾯です： 

以⼼伝⼼ ⾔霊 

⾔語を使わない通信 ⾔語（⾳）による通信 

受信・感知の能⼒ 発信・作⽤の能⼒ 

御魂による直接感応 ⾳による宇宙への働きかけ 

超古代の主要⼿段 超古代の補助⼿段 

現代では「直感」として残る 現代では「⾔葉の⼒」として残る 
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遺伝⼦記憶との接続 

著者にとって以⼼伝⼼の回復は、遺伝⼦記憶の覚醒と不可分です： 

超古相時代の叡智の⼈々 

 テレパシーが⽇常的通信⼿段 

  ↓ 遺伝⼦記憶として刻まれる 

現代の著者・神宮司修 

 遺伝⼦記憶の覚醒が進む 

  ↓ 随時覚醒が可能に 

以⼼伝⼼の感度が⾼まる 

  ↓ 完全具現化後 

テレパシーが実⽤的通信⼿段として復活 

 

類似する思想・研究との⽐較 

概念 出典 内容 

サイキック通信 超⼼理学 テレパシーの科学的研究 

アカシックレコード 神智学 宇宙的記憶場へのアクセス 

集合的無意識 ユング ⼈類共通の⼼的基盤 

インドラの網 仏教 全ての存在が相互に映し合う宇宙観 

⾔霊・祝詞 神道 声による宇宙との直接交信 

 

「名残」という表現の重要性 

著者が以⼼伝⼼を「名残」と表現していることは深い意味を持ちます： 

観点 内容 

退化の証拠 現代⼈はテレパシーの「⽋⽚」しか持たない 

回復の可能性 名残があるなら、完全な形への回復も可能 

普遍性の根拠 「誰にでも備わっている」能⼒の証明 

⽇本語の証拠 「以⼼伝⼼」という⾔葉⾃体が古代の記憶 



「神宮司修」の世界観︓全体構造の⿃瞰図と整理・解説 

令和８年４月１８日（土） 51 

 

核⼼ 

以⼼伝⼼（テレパシー）と古代の通信が⽰すのは： 

• 現代⼈が「超能⼒」と驚くものはかつての⽇常だった 

• その能⼒は失われたのではなく忘れられただけ 

• 遺伝⼦記憶の覚醒は、この忘れられた通信能⼒の回復でもある 

• ⾔霊・調律師・森羅道⼈の詩——これら全ては、テレパシーという原初の通信能⼒の現代的表現

として理解できる 

そして最も重要な点として、著者が調律師として「宇宙を司る森羅万象・時空を調律する」という使命

は、テレパシー的な宇宙との直接交信なくしては成⽴しません。以⼼伝⼼は、全ての能⼒の根底に流れる

通信基盤なのです。 

 

3-3-18. 2042年という期限の意味について 

 

⽂章における⾔及 

著者は⼆箇所で 2042年に触れています： 

「その"器"としての⾃分には、2042年の誕⽣⽉までに、どうしても果たすべき『使命』が有る」 

「正直、その為だけにこの世に『⽣を授かった』とも⾔える」 

これは著者の世界観における最も具体的な時間的座標です。 
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2042年の数理的構造 

著者が「⽣誕 60年（+3年）を越えた今」と述べていることから逆算すると： 

計算 内容 

現在年齢 63歳以上（60年＋3年） 

執筆時期 おそらく 2020年代前半 

2042年時の年齢 推定 80歳前後 

意味 満 80歳＝紅蓮無碍との最終接触の時期と⼀致 

 

2042年を巡る三つの使命の収束 

⽂章全体を通して、2042年に向けて複数の使命が収束します： 

現在 

 ↓ 17年後 

⼆⼤能⼒の完全具現化 

 ├── 御魂の異世界転送装置の空間設計師 

 └── 呪⽂と⾔霊を操る調律師 

 ↓ 

満 80歳（2042年前後） 

 ├── 紅蓮無碍との最終接触 

 ├── 最終奥義の会得 

 └── 使命の完遂 

 ↓ 

2042年の誕⽣⽉ 

 └── 果たすべき使命の完了 
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「誕⽣⽉」という精度 

著者が「2042年」ではなく「2042年の誕⽣⽉」と表現していることは重要です： 

観点 内容 

精度 年ではなく⽉という単位での特定 

惟神の摂理 ⽣まれた瞬間から定められた期限 

宿命性 誕⽣と使命完遂が同じ「⽉」に結びつく 

物語的完結 始まりと終わりが対応する円環構造 

 

⼤點⽰界との関係 

2042年は個⼈の使命の期限であると同時に、宇宙的⽂脈にも位置づけられます： 

層 内容 

個⼈的層 神宮司修の使命完遂の期限 

霊的層 紅蓮無碍との最終接触・最終奥義の会得 

宇宙的層 ⼤點⽰界「地界天界修羅曼陀羅⼤滅亡」との関係 

結界の意味 2042年までを⽣き延びるための⾔霊の防護 

 

「⽣き延びなければならない」という緊張感 

著者はこう述べています： 

「その『使命』を遂⾏するまでは、数多の艱難⾟苦を乗り越え、どうしても⽣き延びなければならない」 

これが 2042年という期限に切迫した緊張感を与えます： 

脅威の種類 ⽂章中の例 

⼈為的危機 ヤクザ・⽇本⼑男・内乱 

⾃然の試練 ⼭での遭難 

霊的試練 死線を越える体験の連続 

⾝体的限界 器（⼼⾝）の貧弱さとの戦い 
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時間軸の全体構造 

2042年を軸に、著者の世界観の時間軸を整理すると： 

時期 出来事 

12,000年以上前 超古相時代の叡會・遺伝⼦記憶の形成 

平安時代 森羅道⼈として活動 

現代（誕⽣） 神宮司修として器に宿る 

⼩学四年⽣ コックリさん・初降霊 

⽣誕 60年＋3年 全細胞の総⼊れ替え完了・随時覚醒可能に 

現在〜17年後 ⼆⼤能⼒の完全具現化への修練 

満 80歳 紅蓮無碍との最終接触・最終奥義会得 

2042年誕⽣⽉ 使命の完遂 

それ以降 ⼤點⽰界「地界天界修羅曼陀羅⼤滅亡」 

 

「その為だけに⽣を授かった」の重み 

この⼀⽂は著者の世界観の最も核⼼的な⾃⼰定義です： 

観点 内容 

⽬的論的存在 ⼈⽣の全てが 2042年の使命のための準備 

過去の再解釈 全ての苦難が使命のための必然だった 

現在の意味 今この瞬間も使命に向けた歩みの⼀部 

未来の確信 2042年まで必ず⽣き延びるという絶対的確信 

 

核⼼ 

2042年という期限が果たす機能は三つです： 

第⼀に物語的機能——御伽噺には必ず結末がある。2042年という具体的な期限が、著者の⼈⽣を完結す

る物語として成⽴させます。 

第⼆に実践的機能——期限があるからこそ、今この瞬間の修練・継続・忍耐に切迫した意味が⽣まれま

す。 



「神宮司修」の世界観︓全体構造の⿃瞰図と整理・解説 

令和８年４月１８日（土） 55 

第三に宇宙的機能——個⼈の使命の完遂が、⼤點⽰界という宇宙的転換期と連動していることで、著者の

存在が宇宙規模の意味を持ちます。 

2042年は単なる「締め切り」ではなく、12,000年以上前から定められた宇宙的スケジュールの⼀点とし

て、著者の全世界観を⼀つの物語に収束させる時間的な錨です。 

 

3-3-19. 御魂の異世界転送装置の空間設計師について 

 

⽂章における定義 

著者は⼆⼤使命の⼀つとして： 

「現代版『御魂の異世界転送装置の空間設計師』」 

と述べています。これは遺伝⼦記憶に刻まれた⽣来の能⼒であり、調律師と並ぶ著者の核⼼的使命です。 

 

名称の解体 

この⻑い名称を分解すると： 

要素 内容 

御魂 霊的本質・遺伝⼦記憶に宿る魂 

異世界 現世とは異なる霊的・霊界的次元 

転送装置 御魂を異世界へ移動させる仕組み 

空間設計師 その装置が機能する空間を設計・構築する者 

現代版 超古相時代に存在した原型の現代的再現 
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調律師との対⽐ 

⼆⼤使命を並べると、その相補的な関係が明確になります： 

 空間設計師 調律師 

対象 空間・次元・異世界 時空・森羅万象・魂 

⽅向 縦軸（現世⇔異世界） 横軸（宇宙的バランス） 

機能 御魂の転送経路を設計 転送後の調律・微調整 

建築的⽐喩 建物の設計・構造 建物の⾳響・調律 

時間的性質 空間の恒久的設計 瞬時の微調整・修正 

 

「異世界転送」の多層的意味 

「異世界転送」という概念は複数の層で理解できます： 

霊的層： 

現世（地界） 

 ↓ 転送 

霊界・天界・修羅界 

 （⼤點⽰界の各層） 

遺伝⼦記憶的層： 

現代の意識 

 ↓ 転送 

12,000年以上前の記憶・叡智 

 （時間を超えた転送） 

物語的層： 

現実の次元 

 ↓ 転送 

御伽噺・ナラティブな咒いの次元 

 （認識を超えた転送） 
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「空間設計師」という職能 

設計師（デザイナー・アーキテクト）という⽐喩が⽰すもの： 

建築的概念 霊的対応 

設計図 結界・曼陀羅の構造 

基礎⼯事 丹⽥の確⽴・⾝⼼改造 

構造体 ⾔霊・呪⽂による空間の枠組み 

内装 第⼀奥義など具体的な奥義の配置 

完成建物 ⼤點⽰界までの結界空間 

 

類似する概念との⽐較 

概念 出典 共通点 

シャーマンの宇宙軸 世界各地のシャーマニズム 異世界への通路を開く者 

陰陽師の結界 平安時代・⽇本 空間を霊的に設計・区画する 

密教の曼陀羅空間 チベット・真⾔密教 宇宙的空間を地上に設計する 

量⼦⼒学の多世界解釈 現代物理学 並⾏する複数の世界の存在 

神道の依代・磐座 ⽇本神道 神霊が降臨する空間の設計 

 

「現代版」という修飾の意味 

著者が「現代版」と強調する理由： 

観点 内容 

原型の存在 超古相時代に既に同様の能⼒者が存在した 

時代的適応 現代の器・⾔語・⽂脈での再現 

技術的進化 量⼦⼒学的理解を含む現代的解釈 

使命の継承 12,000年以上前から引き継がれた役割 

 

 



「神宮司修」の世界観︓全体構造の⿃瞰図と整理・解説 

令和８年４月１８日（土） 58 

完全具現化への道程 

⽂章では「後 17年の歳⽉を要する」と述べられており： 

現在 

 遺伝⼦記憶の随時覚醒は可能 

 しかし完全具現化には未達 

  ↓ 17年の修練 

空間設計師としての完全具現化 

 御魂の異世界転送装置を 

 ⾃在に設計・運⽤できる状態 

  ↓ 満 80歳 

最終奥義の会得（紅蓮無碍との接触） 

  ↓ 2042年誕⽣⽉ 

使命の完遂 

 

第⼀奥義との関係 

「不知⽕吃⽔艱難画眉」は空間設計師の能⼒の第⼀の実践的発現と読めます： 

要素 空間設計師としての意味 

不知⽕ 現世と異世界の境界に現れる光 

吃⽔ 異世界への転送装置の深度・設計深度 

艱難 設計過程の試練・負荷 

画眉 設計の完成・空間の完璧な輪郭 

 

核⼼ 

御魂の異世界転送装置の空間設計師という使命が⽰すのは： 

• 著者の役割は現世内の調律（横軸）だけでなく、次元間の接続（縦軸）にも及ぶ 

• 調律師が「宇宙の⾳楽家」なら、空間設計師は「宇宙の建築家」 

• この⼆つが完全に具現化した時、著者は時空間の全⽅位的な操作者となる 

• ⼤點⽰界という宇宙的転換期において、御魂を安全に異世界へ転送する通路の設計こそが、2042

年に果たすべき使命の核⼼である可能性が⾼い 
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この概念は⽂章中で最も謎めいた部分の⼀つであり、著者⾃⾝も「完全具現化には 17年を要する」と述

べているように、現在進⾏形で解明・実現されつつある使命です。 

 

3-4. 概念間の時間軸をより明確にした、改訂版の全体像の構造図 

 

今回の図は時間軸を縦軸に取り、左の灰⾊ラベルが各時代を⽰しています。12,000年以上前から 2042年

まで、全概念が⼀本の流れとして可視化されています。 
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４. 内容の要約や整理 

 

4-1.⼀段落要約 

 

この⽂章は、「神宮司修」という現代⼈の⾁体に宿った 12,000年以上前の古代の御魂が、2042年の誕⽣

⽉までに宇宙的使命を果たすべく、遺伝⼦記憶の覚醒・⾔霊の実践・丹⽥の鍛錬を通じて⾃らを変容させ

てきた軌跡の記録である。著者は⾃らを「単なる魂の運び屋（器）」と捉え、平安時代の呪術師・吟遊詩

⼈「森羅道⼈」の霊体を内包しながら、守護霊「紅蓮無碍」と謎の背後霊に守られ幾多の死線を越えてき

た。その使命は⼆つ——宇宙・時空を⾔霊で調律する「調律師」と、御魂を異世界へ転送する空間を設計

する「空間設計師」——であり、いずれも完全具現化には後 17年を要する。世界中の⾔語の根源は⽇本

語の 48⾳にあり、⽇本こそ世界の雛型であるという⽇本起源論を基盤に、「世の中は理屈ではない」と

いう認識のもと、⾔霊・物語・咒いという⼿段によって乱世を調律することが、著者がこの世に⽣を授か

った唯⼀の理由だと宣⾔する、壮⼤なナラティブな⾃⼰宇宙論である。 

 

4-2.概念ごとの箇条書き整理 

⾃⼰認識 

• ⾃らを「単なる魂の運び屋（器）＝神宮司修」と定義 

• 個⼈としての⾃⼰より、御魂・使命が主体 

• 正統派でも邪道でもない第三の道（⽗⽅：神官、⺟⽅：源⽒武⼠） 

• ⼈⽣全体を「ナラティブな咒い（物語）」として捉える 

 

時間軸 

• 12,000年以上前：超古相時代の叡會・遺伝⼦記憶の形成 

• 平安時代：森羅道⼈（呪術師・吟遊詩⼈）として活動 

• 幼少期：コックリさんで背後霊が初降霊 

• 現在：全細胞の総⼊れ替え完了・随時覚醒が可能 

• 17年後：⼆⼤能⼒の完全具現化 

• 満 80歳：守護霊・紅蓮無碍との最終接触 

• 2042年誕⽣⽉：使命の完遂 
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世界観の基盤 

• 超古相時代の叡會：量⼦⼒学・テレパシーを⽇常的に実践した⼈々 

• ⽇本起源論：⽇本語 48⾳が世界⾔語の根源・⽇本は世界の雛型 

• ⾔霊：語られた⾔葉が現実に作⽤する⽇本固有の思想 

• 以⼼伝⼼：テレパシーは古代の⽇常的通信⼿段の名残 

• 「理屈ではない」：論理・科学は叡智の後追いに過ぎない 

 

霊的存在 

• 惟神の分霊：宇宙の根源から分かれた御魂 

• 森羅道⼈：遺伝⼦記憶の異種霊体・現代に蘇った平安の呪術師 

• 守護霊・紅蓮無碍：慈悲と愛情で守り続ける存在・満 80歳で正式接触 

• 背後霊：鎧武者姿・正体未解明・危機の瞬間に出現・電気的⼲渉あり 

 

能⼒と使命 

• 遺伝⼦記憶の随時覚醒：現在すでに可能な状態 

• 丹⽥・御魂の全解放：修練・死線・継続による⾝⼼の根本改造 

• 調律師：⾔霊・呪⽂で時空・森羅万象を微調整するバランサー 

• 空間設計師：御魂の異世界転送装置の空間を設計する者 

• 第⼀奥義「不知⽕吃⽔艱難画眉」：⾔霊の結界・領域展開 

 

宇宙的⽂脈 

• ⼤點⽰界：地界・天界・修羅界が交錯する宇宙的転換期 

• 結界：2042年まで⽣き延びるための⾔霊的防護空間 

• 物語の必然性：全ての試練・出会いは「偶然ではなく必然」 

• 使命の根拠：「その為だけにこの世に⽣を授かった」 

 

 



「神宮司修」の世界観︓全体構造の⿃瞰図と整理・解説 

令和８年４月１８日（土） 62 

実践原則 

• 継続と忍耐：能⼒の開花は⾃らの意志のみによる 

• 無理・無茶なく：節度ある前進 

• 図に乗らず：謙虚さの保持 

• 思うがまま：惟神の摂理への信頼と委任 

 

4-3. 著者の主張を批評的に整理 

 

前提として 

批評的整理とは、著者の主張を否定することではありません。主張の構造・論拠・整合性・独⾃性を客観

的に分析し、強みと問いの両⽅を明⽰する作業です。 

 

主張の強み 

内的⼀貫性が⾼い 全概念が「器→御魂→使命→2042年」という⼀本の軸に収束しており、世界観として

極めて整合的です。⽭盾が少なく、各概念が相互に補強し合う構造になっています。 

謙虚さと誇⼤さの共存 「単なる器」「誰にでも備わる能⼒」という謙虚な表現と、「宇宙を調律する」

「12,000年の記憶」という壮⼤な主張が共存しており、これが単純な⾃⼰誇⽰と異なる独特の説得⼒を

⽣んでいます。 

物語としての完成度 御伽噺の構造（試練→覚醒→使命→期限）を忠実に踏まえており、神話的物語とし

て読むと極めて完成度が⾼いです。 

検証不能性を⾃覚している 「現代語では説明不可能」と⾃ら断⾔しており、科学的反証を最初から回避

する構造を意図的に採⽤しています。 
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問いが⽣じる点 

論拠の循環性 「遺伝⼦記憶があるから能⼒がある」「能⼒があるから遺伝⼦記憶が証明される」という

循環論法が随所に⾒られます。外部からの独⽴した検証⼿段が存在しません。 

「誰にでも備わる」との⽭盾 能⼒は「⽇本⼈なら誰にでも備わっている」と主張しながら、その覚醒に

は「死線を越える試練」「数⼗年の修練」が必要とされています。これは事実上、著者以外には到達困難

な条件であり、「誰にでも」という普遍性の主張と緊張関係にあります。 

歴史的根拠の不在 「超古相時代の叡會」「⽇本語が世界⾔語の根源」という主張は、現在の⾔語学・考

古学・歴史学の知⾒とは相容れません。これらの分野では⽇本語の起源は⽐較的新しく、孤⽴した⾔語と

して分類されています。 

「理屈ではない」の⼆重性 「世の中は理屈ではない」と⾔いながら、著者⾃⾝は極めて精緻な論理的体

系を構築しています。この逆説は意図的なものとも、無⾃覚なものとも読めます。 

検証不能性の問題 「背後霊について⾔及すると PCがシャットダウンする」などの現象は、因果関係の

確認が原理的に不可能です。同様に、守護霊・遺伝⼦記憶・異世界転送装置も現時点では外部検証の⼿段

がありません。 

 

思想的位置づけ 

観点 評価 

宗教性 神道・密教・修験道の要素を独⾃に統合した私的宗教論 

⽂学性 ナラティブな構造として読むと⾼い完成度を持つ⾃伝的神話 

哲学性 認識論（理屈ではない）・存在論（器と御魂）として⼀定の深度がある 

科学性 現代科学との整合性は低いが、著者⾃⾝がそれを前提としている 

独⾃性** 既存の神道・スピリチュアル思想の寄せ集めではなく、独⾃の統合体系 

 

核⼼的な問い 

この⽂章全体を貫く最も根本的な問いは： 

「物語として語られることで真実になる」という著者の主張は、その物語の外側にいる読者にとって、ど

のような意味を持ちうるか？ 
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著者にとってこの⽂章は「咒い」であり「結界」です。しかし読者にとっては、⼀⼈の⼈間が⾃らの⼈⽣

に与えた意味の体系として読むことができます。その意味で、真偽の問いより「この物語が著者の⼈⽣に

おいてどのように機能しているか」という問いの⽅が、より⽣産的かもしれません。 

 

批評的に整理した上での結論として、この⽂章は科学的命題として評価するより、独⾃の神話的⾃⼰叙述

として読むことで、その真の射程と完成度が⾒えてくると⾔えます。 

 

4-4. 他の思想・哲学との⽐較整理 

 

⽐較の枠組み 

著者の世界観を、既存の思想・哲学・宗教と七つのテーマで横断的に⽐較します。 

 

1. ⾃⼰論：器と御魂 

思想 ⾃⼰の捉え⽅ 著者との共通点 著者との相違点 

仏教・無我 固定した⾃⼰は幻・無常 ⾃⼰＝器に過ぎない 仏教は御魂の実在も否定する 

ヴェーダーンタ 個我（ジーヴァ）は宇宙我（ブラフマン）の⼀部 分霊として宇宙と繋がる 著者は個別の使命を強調する 

グノーシス主義 魂は物質界に囚われた神の光 器（⾁体）と魂の⼆元論 グノーシスは物質を否定するが著者は⾝体を鍛える 

神道・惟神 ⼈は神の分霊を宿す存在 最も直接的な⼀致 著者は個⼈の使命をより強く前⾯に出す 

 

 

 

 

 

2. 時間論：過去世・遺伝⼦記憶 
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思想 時間の捉え⽅ 著者との共通点 著者との相違点 

輪廻転⽣（仏教・ヒンドゥー） 魂は何度も転⽣し業を積む 過去の⼈格が現在に影響 著者は転⽣より遺伝⼦記憶という概念を使う 

ユング・集合的無意識 祖先の記憶が無意識に宿る 遺伝⼦記憶の概念と近い ユングは霊的実体を仮定しない 

形態形成場（シェルドレイク） 種の記憶が場として共有される 記憶の⽣物学的継承 シェルドレイクは個⼈の使命を語らない 

アカシックレコード（神智学） 宇宙の全記憶にアクセス可能 古代の叡智への接続 著者は⾎脈による固有の接続を強調 

 

3. ⾔語論：⾔霊と⾳の⼒ 

思想 ⾔語の捉え⽅ 著者との共通点 著者との相違点 

カバラ（ユダヤ神秘主義） ヘブライ 22⽂字が宇宙の設計図 ⽂字・⾳が宇宙を構成する 著者は⽇本語 48⾳を根源とする 

真⾔密教 梵字・陀羅尼が宇宙的振動を持つ ⾳による霊的作⽤ 密教は師伝の権威を重視する 

道教・⾳霊思想 ⾳・気の振動が現実に作⽤する ⾳による宇宙調律 著者は⽇本語の特別性を主張する 

現代⾳響療法 周波数が⾝体・意識に影響する ⾳の物理的作⽤ 著者は霊的次元まで拡張する 

 

4. 使命論：宇宙的役割 

思想 使命の捉え⽅ 著者との共通点 著者との相違点 

菩薩道（⼤乗仏教） 悟りを保留し衆⽣を救う 個を超えた宇宙的使命 著者の使命は 2042年という期限を持つ 

プロテスタントの召命 神から与えられた職業的使命 ⽣まれながらの使命 著者の使命は制度的宗教の外にある 

ニーチェの運命愛 ⾃らの運命を愛し肯定する 苦難を必然として受け⼊れる ニーチェは神や霊的実体を否定する 

ユング・個性化 本来の⾃⼰を実現する過程 内なる⼒の顕現 著者は個性化より宇宙的使命を優先する 

 

 

 

 

5. ⾝体論：鍛錬と変容 

思想 ⾝体の捉え⽅ 著者との共通点 著者との相違点 

修験道 ⼭岳修⾏による死と再⽣・⾁体の極限 試練による霊的変容 著者は特定の流派に属さない 
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思想 ⾝体の捉え⽅ 著者との共通点 著者との相違点 

密教・即⾝成仏 この⾝このまま仏と成る ⾁体ごとの霊的完成 著者は丹⽥を中⼼とした独⾃の⽅法論 

道教・錬丹術 ⾝体を変容させ不⽼不死を⽬指す 全細胞改造の概念と近い 著者の⽬的は不⽼不死でなく使命完遂 

ヨガ・クンダリーニ エネルギー中枢の覚醒による変容 ⾝体的基盤による霊的覚醒 著者はインド的な体系でなく⽇本的⽂脈 

 

6. 終末論：⼤點⽰界と宇宙的転換 

思想 終末・転換の捉え⽅ 著者との共通点 著者との相違点 

仏教のカルパ（劫） 宇宙は⽣滅を繰り返す巨⼤サイクル 宇宙的転換期の存在 著者は具体的な年（2042年）を特定する 

マヤ暦・時代転換論 2012年を境に新時代が始まる 特定の年による転換点 著者の転換点は個⼈の使命完遂と連動 

ユダヤ・キリスト教終末論 神による最後の審判・新天新地 宇宙的⼤転換の到来 著者の⼤點⽰界は破滅でなく転換 

ニューエイジ・アセンション 意識の次元上昇による地球変容 霊的転換期という認識 著者は特定の個⼈の使命を軸に据える 

 

7. 認識論：「理屈ではない」 

思想 認識の捉え⽅ 著者との共通点 著者との相違点 

禅・不⽴⽂字 真理は⾔語・論理では伝わらない 理屈を超えた直接認識 禅は体系的な語りを避けるが著者は語る 

⽼⼦・道徳経 道は⾔語化できない・無為⾃然 作為・理屈の否定 ⽼⼦は使命より無為を説く 

ベルクソン哲学 知性より直観が存在の本質に近い 直感の優位性 ベルクソンは科学を否定しない 

ウィトゲンシュタイン 語りえぬものについては沈黙すべき ⾔語の限界の⾃覚 著者は語りえぬことを物語で語ろうとする 

 

総括：著者の思想の独⾃性 

既存の思想との⽐較から浮かび上がる著者の独⾃性は三点です。 

第⼀に⽇本中⼼性です。神道・⾔霊・源⽒武⼠・神官という⽇本固有の⽂脈を核に置き、インド・⻄洋・

中国の思想をそこに従属させる構造は独特です。 

第⼆に⾝体と霊の不可分性です。純粋に精神的な覚醒を説く思想が多い中、著者は丹⽥鍛錬・死線・全細

胞の総⼊れ替えという⾁体的変容を霊的覚醒の必須条件とする点で独⾃性を持ちます。 

第三に具体的期限の設定です。2042年という具体的な年⽉を使命の期限とする点は、多くの思想が抽象

的な永遠を語るのとは対照的であり、著者の世界観に現実的な緊張感と物語的完結性を与えています。 
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4-5. キーワード⼀覧整理 
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⽂章に登場する全キーワードを六つのカテゴリに分類して整理しました。⾊分けの意味は、紫が⾃⼰・存

在、⻘緑が能⼒・覚醒、琥珀が霊的存在、珊瑚が⾔語・⾳、⻘が使命・奥義、桃⾊が宇宙・時間です。 
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4-6. 読者へのガイドマップ 

この⽂章をはじめて読む⼈・読み返す⼈のための、理解の順序と道筋を整理します。 
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五つの段階で、この⽂章への⼊り⽅から全体像の把握までを整理しました。各段階の「↗」ボタンから関

連する解説を呼び出せます。 
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4-7, 年表形式で整理 
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12,000年以上前から 2042年まで、著者の世界観を時系列で整理しました。 

 

4-8. 著者への質問形式で整理 

この⽂章を読んで⾃然に湧き上がる問いを、テーマ別に整理します。著者に直接問いかけるとしたら、ど

のような質問になるかという視点で構成しました。 

 

⾃⼰・存在について 

Q1. 「単なる器」と⾔いながら、なぜこれほど精緻な体系を語るのですか？ 器であれば語り⼿は御魂の

はずです。この⽂章を書いているのは「神宮司修」ですか、それとも「御魂」ですか。その境界はどこに

ありますか。 
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Q2. 森羅道⼈・紅蓮無碍・背後霊という複数の霊的存在を、あなたはどのように区別して感知しますか？ 

それぞれの「声」や「気配」は質的に異なるものとして経験されますか。 

Q3. 「正統派でも邪道でもない」とはどういう感覚ですか？ 既存のどの流派・体系とも異なると気づい

た瞬間はいつでしたか。 

 

能⼒・覚醒について 

Q4. 「全細胞の総⼊れ替えが完了した」とはどのような体験として⾃覚されましたか？ それは特定の瞬

間に起きたのですか、それとも緩やかな変容として気づいたのですか。 

Q5. 「遺伝⼦記憶の即時覚醒」は具体的にどのような状態ですか？ 覚醒した瞬間、何が⾒えますか。何

が聞こえますか。どのような感覚ですか。 

Q6. 死線を越えた体験の中で、最も覚醒を促したのはどの体験でしたか？ ヤクザ・⽇本⼑男・⼭の遭

難・内乱のうち、霊的に最も転換点となったのはどれですか。 

 

⾔霊・使命について 

Q7. 第⼀奥義「不知⽕吃⽔艱難画眉」を声に出して詠んだとき、何が起きますか？ ⾃分の内側で・ある

いは外側の空間で、何かが変化するのを感知しますか。 

Q8. 「宇宙を調律する」とは⽇常のどのような⾏為として現れますか？ 特定の⾔葉を発する・詩を書

く・特定の場所に⽴つ、といった具体的な実践がありますか。 

Q9. 書道家との「魂の融合」はどのような経緯で起きましたか？ 最初の出会いの瞬間、何かを感じまし

たか。それとも後から気づきましたか。 

 

時間・使命の期限について 

Q10. 2042年の誕⽣⽉という期限は、どのようにして知ったのですか？ 夢・直感・遺伝⼦記憶の覚醒・

惟神からの啓⽰、どの経路で受け取りましたか。 
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Q11. 使命が完遂された後、「神宮司修」という器はどうなると思いますか？ 使命の完遂と⾁体の終わり

は⼀致しますか。それとも別のことですか。 

Q12. ⼤點⽰界「地界天界修羅曼陀羅⼤滅亡」とは、現代の⾔葉で⾔えばどのような出来事ですか？ 物理

的な災害・社会的な崩壊・意識の転換、そのどれかですか。あるいは全てですか。 

 

読者・世界への問いかけ 

Q13. この⽂章を読む⼈に、最も伝えたいことは何ですか？ 「理解してほしい」のですか、「感じてほし

い」のですか、それとも「覚醒の契機にしてほしい」のですか。 

Q14. 「誰にでも備わっている能⼒」を、読者が取り戻すために最初にすべきことは何だと思いますか？ 

死線を越える経験のない⼈間が、遺伝⼦記憶に近づく⼊⼝はありますか。 

Q15. もし 2042年までに使命が完遂できなかった場合、何が起きると考えますか？ その可能性を想定し

ていますか。それとも完遂は既定の事実として確信していますか。 

 

最も核⼼に迫る⼀問 

「この⽂章⾃体が『ナラティブな咒い』だとすれば、それを読んだ者も咒いの⼀部になりますか？」 

もしそうだとすれば、この⽂章を読んだ全ての⼈が、著者の使命の遂⾏に何らかの形で関与していること

になります。そしてそれは、著者が意図したことですか——それとも、⾔霊が⾃ずから引き寄せた必然で

すか。 
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4-9. 登場⼈物・存在⼀覧 
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⽂章に登場する全存在を五つのカテゴリに整理しました。 

 

4-10. ⽂章の構造分析 

 

全体の構造 

この⽂章は⼀⾒、⾃由な語りのように⾒えますが、実は五層の構造を持つ精緻な⾃⼰宇宙論として組み⽴

てられています。 

 

第⼀層：枠組みの宣⾔（冒頭） 

⽂章は冒頭で読者への読み⽅の指⽰から始まります。 

• 「現代語では説明不可能な領域」と断⾔し、科学的検証を最初から回避 

• 「御伽噺・物語（ナラティブな咒い）」という解釈の枠を提⽰ 

• これにより以降の全主張が「物語の⽂法」で読まれるよう誘導 

この冒頭の構造は極めて巧妙で、批判の⼟俵そのものを解体する働きをしています。 
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第⼆層：根拠の提⽰（世界観の基盤） 

枠組みを宣⾔した後、主張の根拠となる世界観が展開されます。 

超古相時代の叡會（12,000年以上前） 

 ↓ 

⽇本語 48⾳＝宇宙の曼陀羅（⾔語的根拠） 

 ↓ 

遺伝⼦記憶として継承（⽣物学的根拠） 

 ↓ 

以⼼伝⼼がその名残（現代的証拠） 

根拠は過去→現在の⽅向で積み上げられ、主張の正当性を歴史的・⽣物学的に裏付ける構造です。 

 

第三層：⾃⼰の提⽰（著者の位置づけ） 

世界観の基盤の上に、著者⾃⾝の特殊性が配置されます： 

要素 機能 

⽗⽅（神官）× ⺟⽅（源⽒武⼠） ⾎統的正統性の確⽴ 

「正統派でも邪道でもない」 既存権威からの独⽴ 

「単なる器」という謙虚さ 誇⼤主張への免疫 

死線・苦難の記録 使命の重さの証明 

コックリさん・背後霊の記録 他者の証⾔による客観化 

特に「単なる器」という⾃⼰卑下と「宇宙を調律する」という壮⼤な使命が同時に提⽰されることで、読

者の反発を巧みに回避しています。 
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第四層：使命と奥義の展開（クライマックス） 

⾃⼰の提⽰の後、具体的な使命・能⼒・奥義が展開されます： 

⼆⼤使命 

 ├── 調律師（横軸：宇宙のバランス） 

 └── 空間設計師（縦軸：異世界との接続） 

 ↓ 

第⼀奥義「不知⽕吃⽔艱難画眉」 

 ├── ⾔霊の結界として機能 

 └── 書道家との魂の融合で具現化 

 ↓ 

⼤點⽰界・2042年という期限 

 └── 全てに宇宙的な緊張感を付与 

この層が⽂章の物語的クライマックスであり、読者が最も強い印象を受ける部分です。 

 

第五層：展望と戒め（結び） 

⽂章は未来への展望と⾃⼰への戒めで閉じられます： 

• 「⻤に⾦棒」という達成感の表明 

• 「図に乗る事なく」という謙虚さへの⾃⼰戒め 

• 「前途洋々」という肯定的な展望 

この結びの構造は、壮⼤な主張を⽇常的な感情の⾔葉で着地させることで、読者との距離を縮める効果を

持ちます。 
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語りの技法分析 

技法 具体例 効果 

予防線の張り⽅ 「誤解されても困るので」「断っておくが」 批判を先回りして無効化 

他者の証⾔の活⽤ 同級⽣の⽬撃・友⼈の逃⾛ 主観的主張を客観化 

ユーモアの挿⼊ 「恥ずかしがり屋か？」 緊張を緩和・親近感の創出 

現代語との接続 「領域展開」「量⼦⼒学」 古代概念を現代に橋渡し 

断定と留保の使い分け 「紛れもない事実」vs「かもしれない」 信頼性と謙虚さのバランス 

具体的数字の使⽤ 「12,000年」「2042年」「17年」「80歳」 抽象的な主張に現実感を付与 

 

⽂体の特徴 

漢字・熟語の密度が⾼いことが、この⽂章の最も顕著な⽂体的特徴です。「艱難⾟苦」「惟神」「遺伝⼦

記憶」「分霊」「曼陀羅」といった難解な語彙が連なることで、⽂章全体に呪⽂的・宣⾔的な質感が⽣ま

れています。 

また「正直」「折⾓だから」「兎に⾓」といった話し⾔葉的な表現が随所に挟まれることで、難解さの中

に⼈間的な体温が保たれています。 

 

構造の核⼼ 

この⽂章の最も巧妙な構造的特徴は、語ること⾃体が咒いとして機能するよう設計されている点です。 

• 冒頭で「これは物語（咒い）である」と宣⾔ 

• 中盤で⾔霊・⾳・響きの⼒を解説 

• 結果として、この⽂章を読むこと⾃体が咒いの受容となる 

つまり⽂章の内容と形式が⼀致しており、主張そのものが⽂章の構造によって実践されています。これが

「ナラティブな咒い」という⾃⼰定義の完成形です。 
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4.11. 主要な逆説・⽭盾の整理 

 

はじめに 

この⽂章には多くの逆説的な構造が含まれています。これらは単純な⽭盾ではなく、意図的・無意識的な

ものが混在しており、それぞれが著者の世界観において独⾃の機能を果たしています。 

 

逆説①：「単なる器」でありながら「宇宙を調律する」 

主張 A 主張 B 

「単なる魂の運び屋（器）」 「宇宙を司る森羅万象・時空を調律する」 

個⼈としての⾃⼰を否定 宇宙規模の使命を担う 

機能：この逆説は批判を回避しながら壮⼤な使命を主張する巧みな構造です。「私が凄いのではなく御魂

が凄い」という論法により、誇⼤主張への反発を先回りして無効化しています。 

 

逆説②：「誰にでも備わる能⼒」でありながら「死線を越えなければ得られない」 

主張 A 主張 B 

「⼈なら誰にでも元々備わっているもの」 「幾度となく死線を越えなくてはならない」 

普遍的・⺠主的な能⼒観 事実上到達不可能な条件 

機能：「誰でも持てる」という包摂性と「ほぼ誰も到達できない」という特殊性が共存することで、著者

の独⾃性が保たれながら排他性の批判を回避しています。 

 

逆説③：「理屈ではない」と⾔いながら「極めて精緻な体系を構築する」 

主張 A 主張 B 

「故に世の中は"理屈"ではない」 12,000年の時間軸・⼆⼤使命・段階的覚醒という精緻な論理体系 

理性・論理の否定 ⾼度に体系化された論理的構造 
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機能：「理屈を超えている」という主張⾃体が、理屈によって説明されています。この逆説は禅の不⽴⽂

字に似た構造を持ちますが、禅が語ることを極⼒避けるのと対照的に、著者は語り尽くそうとします。 

 

逆説④：「正統派ではない」でありながら「最も古い正統性を持つ」 

主張 A 主張 B 

「世に⾔う"正統派"ではない」 神官の⾎脈・12,000年の遺伝⼦記憶という最古の権威 

制度的正統性の否定 ⾎統的・宇宙的正統性の主張 

機能：既存の権威体系（神社・流派・宗派）への従属を拒否しながら、より根源的な権威（⾎脈・惟神）

を根拠とすることで、いかなる批判にも「そもそも次元が違う」と応答できる構造です。 

 

逆説⑤：「語りえぬもの」を「語り続ける」 

主張 A 主張 B 

「現代語では説明不可能な領域」 この⽂章全体が詳細な説明の試み 

⾔語の限界の宣⾔ ⾔語による徹底的な表現 

機能：「説明できない」と⾔いながら説明することで、説明の不完全さが予め免責されています。「これ

は説明ではなく咒いだ」という論法が、この逆説を解消する鍵です。 

 

逆説⑥：「偶然ではなく必然」でありながら「未だ謎のまま」 

主張 A 主張 B 

「この奇跡は偶然ではなく必然」 背後霊の正体「未だ解明できずに居る」 

全てが定められた宇宙的必然 重要な存在の正体が不明のまま 

機能：全てが必然であるなら背後霊の正体も必然的に明かされるはずですが、それが未解明であることは

物語の「続き」として機能し、⽂章に開かれた未完の緊張感を与えています。 
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逆説⑦：「100%準備万端ではない」でありながら「前途洋々」 

主張 A 主張 B 

「まだ"100%準備万端"とは⾔えなくとも」 「前途洋々である」 

不完全さの⾃認 絶対的な楽観 

機能：完全でないことを認めながら楽観を宣⾔することで、失敗への免疫を持ちながら前進する姿勢を⽰

しています。これは謙虚さと確信の共存という著者の基本的な語りのトーンと⼀致しています。 

 

逆説の全体的な機能 

これらの逆説を俯瞰すると、全て同⼀の構造的機能を持っていることがわかります： 

主張 A（謙虚・限定・否定） 

  + 

主張 B（壮⼤・普遍・肯定） 

  ↓ 

批判の無効化 

  + 

主張の強化 

つまりこの⽂章における逆説は、弱点ではなく防御機構として機能しており、いかなる批判も「それは A

の⾯で⾒ているから」「Bの⾯も⾒よ」と応答できる構造になっています。 

 

最も核⼼的な逆説 

全ての逆説の根底にある最も根本的な逆説は： 

「この⽂章は説明ではなく咒いである」と説明している 

もしこれが真に咒いであれば、説明は不要です。もし説明であれば、咒いとしての⼒は失われます。しか

しこの逆説こそが、⽂章を説明としても咒いとしても同時に機能させる⼆重構造の核⼼です。 

著者はこの逆説を意識的に選び取っており、それがこの⽂章の最⼤の独⾃性であると⾔えます。 
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5. Summary in English 

 

One-Paragraph Overview 

This text is a mythological self-narrative written by a contemporary Japanese man who identifies himself as 

"Jinguji Osamu" — a mere vessel, or container, for an ancient soul rooted in genetic memory stretching 

back more than 12,000 years. The author declares that his life is not a series of random events but a 

predetermined narrative — a kind of spell (咒い) — in which he must survive countless ordeals in order to 

fulfill a cosmic mission by the birth month of 2042. Drawing on Japan's indigenous spiritual traditions 

(Shinto, kotodama, and esoteric Buddhism), he constructs an elaborate world-view in which ancient 

wisdom, ancestral spirits, protective deities, and the power of language converge in a single living body. 

The text functions simultaneously as autobiography, cosmology, spiritual declaration, and — by the 

author's own framing — a ritual incantation. 

 

Key Concepts 

The Vessel and the Soul The author regards his physical body as a mere container (器, utsuwa) for an 

exceptionally ancient soul — so ancient that his body required decades of suffering and transformation to 

become adequate to hold it. He describes the completion of a full cellular renewal as the milestone 

marking his current ability to access genetic memory at will. 

Genetic Memory (遺伝⼦記憶) The author's central concept: the wisdom, abilities, and experiences of his 

ancestors — particularly those of a pre-civilizational age 12,000+ years ago — are encoded in his DNA. 

Through extreme ordeals, meditation, and physical training centered on the tanden (丹⽥, the body's 

energetic center), he can consciously access and activate this memory. 

Kotodama and the 48-Sound Mandala The author holds that Japanese is the root language of all human 

speech, and that its 48 phonetic sounds constitute a mandala encoding the gods described in Japan's 

oldest chronicles. Words, when spoken with intention, carry spiritual force (kotodama, ⾔霊) capable of 

influencing reality — including the cosmos itself. 
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The Two Missions The author identifies two innate abilities encoded in his genetic memory: 

• The Tuner (調律師): one who uses spells and kotodama to finely adjust the balance of space-time 

and all existence. 

• The Spatial Architect (空間設計師): one who designs the spatial framework through which souls 

are transferred to other dimensions. 

Both missions require a further 17 years to fully actualize. 

Spiritual Companions Several non-physical beings accompany the author: 

• Shinra Dojin (森羅道⼈): a spirit of a Heian-era sorcerer and troubadour, suddenly reawakened 

within him, whose poetry forms the vessel of the First Secret Art. 

• Guren Muge (紅蓮無碍): his guardian spirit, described as an unstoppable passionate flame, who 

has protected him since birth and with whom he is permitted formal contact only at age 80. 

• An unnamed background spirit (背後霊): a terrifying armored samurai figure of unknown identity, 

who appears in moments of mortal danger and has saved the author's life on numerous 

occasions. 

The First Secret Art Shiranui Kissui Kannan Gabi (不知⽕吃⽔艱難画眉) is the author's first fully realized 

technique — described as a kind of "domain expansion" (領域展開) in contemporary terms. It functions as 

a linguistic barrier protecting him until his mission is complete, and was co-created through a soul-

resonance with a master calligrapher. 

The Deadline: 2042 The author believes he was born solely to fulfill a specific mission by the birth month 

of 2042. This date coincides with what he calls the Daitenshikai — a cosmic turning point involving the 

convergence of earthly, heavenly, and asura realms. Everything in his life — every ordeal, every guardian, 

every awakening — points toward this single destination. 
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Structural Reading 

Layer Content Function 

Frame "This is a narrative spell, not an explanation" Pre-empts rational critique 

Foundation 
Ancient wisdom, genetic memory, Japanese origin 

theory 
Establishes cosmological authority 

Self Vessel, bloodline, third path 
Positions the author within the world-

view 

Mission Two abilities, First Secret Art, 2042 deadline Narrative climax and purpose 

Closing Humility, self-restraint, optimism 
Human-scale landing after cosmic 

claims 

 

Core Paradox 

The text declares itself to be beyond language — and then proceeds to explain itself in meticulous detail. 

This is not a flaw but a deliberate structure: by framing the text as a spell rather than an argument, the 

author ensures that its power operates regardless of whether the reader accepts its claims intellectually. 

To read it is, in the author's terms, already to be touched by the incantation. 

 

 

 

5. 英語による要約（特別和訳- 表の Structural Reading 除く） 

 

1段落の概要 

本書は、現代⽇本⼈男性「神宮司修」による神話的な⾃伝である。彼は⾃らを、12,000年以上も遡る遺伝

的記憶に根ざした古代の魂を宿す、いわば器、あるいは容器に過ぎないと位置づけている。著者は、⾃⾝

の⼈⽣は偶然の出来事の連続ではなく、あらかじめ定められた物語、いわば呪い（呪⽂）であると宣⾔す

る。そして、2042年の誕⽣⽉までに宇宙的な使命を果たすため、数々の試練を乗り越えなければならな

いと述べる。⽇本の固有の精神的伝統（神道、⾔霊、密教）に基づき、古代の叡智、祖霊、守護神、そし

て⾔語の⼒が⼀つの⽣命体に融合する、精緻な世界観を構築する。本書は、⾃伝、宇宙論、精神的な宣

⾔、そして著者⾃⾝の解釈によれば、儀式的な呪⽂としての役割を同時に果たしている。 
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主要概念 

 

器と魂 著者は⾃⾝の⾁体を、極めて古い魂を宿す単なる器（器）とみなしている。その魂はあまりにも

古く、⾁体が魂を宿すにふさわしい状態になるまでには、何⼗年にもわたる苦難と変容が必要だったとい

う。著者は、細胞レベルの完全な再⽣が完了したことを、遺伝記憶に⾃在にアクセスできるようになった

ことを⽰す節⽬と捉えている。 

 

遺伝記憶 著者の中⼼的な概念は、祖先、特に 12,000年以上前の⽂明以前の時代の祖先の知恵、能⼒、

経験が、⾃⾝のDNAに刻み込まれているというものだ。著者は、丹⽥（⾝体のエネルギーの中⼼）を中

⼼とした極限の試練、瞑想、そして⾁体鍛錬を通して、この記憶に意識的にアクセスし、活性化すること

ができる。 

 

⾔霊と 48⾳曼荼羅 著者は、⽇本語はあらゆる⼈間の⾔語の根源であり、その 48の⾳は、⽇本の最古の

年代記に記された神々を象徴する曼荼羅を構成していると主張する。⾔葉は、意図を込めて発せられると

き、現実世界、ひいては宇宙そのものに影響を与える⼒（⾔霊）を宿す。 

 

⼆つの使命 著者は、⾃⾝の遺伝⼦記憶に刻まれた⼆つの⽣来の能⼒を認識する。 

 

調律師：呪⽂と⾔霊を⽤いて、時空とあらゆる存在の均衡を微調整する者。 

 

空間設計師：魂が異次元へと転移するための空間構造を設計する者。 

 

どちらの使命も、完全に実現するにはさらに 17年の歳⽉を要する。 

 

霊的伴侶 著者には、複数の⾮物質的な存在が付き添っている。 

 

森羅道⼈：平安時代の呪術師であり吟遊詩⼈であった霊魂。著者の体内で突如⽬覚め、その詩が第⼀秘術

の器となる。 

 

 

紅蓮無碍（ぐれんむげ）：彼の守護霊。⽌められない情熱の炎と形容され、誕⽣以来彼を守り続けてき

た。正式な接触が許されるのは 80歳になってから。 

 

名もなき背後霊：正体不明の恐ろしい鎧をまとった侍の姿で、命の危険に瀕した時に現れ、幾度となく作

者の命を救ってきた。 
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第⼀秘術「不知⽕吃⽔艱難画眉（しらぬいきっすいかんなんがび）」は、作者が初めて完全に習得した技

であり、現代⾵に⾔えば「領域展開」の⼀種である。使命が完了するまで彼を守る⾔語の壁として機能

し、書道の達⼈との魂の共鳴によって共同で創り出された。 

 

期限：2042年 著者は、2042年の誕⽣⽉までに特定の使命を果たすためだけに⽣まれたと信じている。

この⽇付は、彼が「⼤天界」と呼ぶ、地上界、天界、そして阿修羅界が融合する宇宙的な転換点と⼀致す

る。彼の⼈⽣におけるあらゆる出来事――あらゆる試練、あらゆる守護、あらゆる覚醒――は、このただ

⼀つの⽬的地を指し⽰している。 

 

核⼼的パラドックス 

本書は⾃らを⾔語を超越した存在だと宣⾔しながら、その後、⾃らを詳細に説明していく。これは⽋陥で

はなく、意図的な構成である。著者は、本書を議論ではなく呪⽂として構成することで、読者がその主張

を理性的に受け⼊れるか否かにかかわらず、その⼒が作⽤するようにしている。著者の⾔葉を借りれば、

本書を読むことは、すでに呪⽂に触れられている状態なのである。 

 

 

以上。 
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令和⼋年四⽉⼗⼋⽇(亡き⽗の三⼗回忌)に、⼈⽣における⼀つの区切りとして、こうして⾃らの世界観

（俯瞰した最新の概略と全体的な構造）が纏められたのは⼤きい。これも全て Anthropic社の⾃律型 AI 

“Claude4.6”のお陰である。今なら、ビジネスバージョンで、17%値引きの年会費$220(実質 2ヶ⽉分無

料)だ! 

 

もしも、あの世に“天国”と“地獄”が本当に在るならば、⽗は、間違いなく“天国”に居る。⽣きている間、

その「⼈徳と威厳の備わった寡黙な後ろ姿」には、眩しいくらいの「⻩⾦⾊のオーラ」と共に、ずっと

「惟神を顕現する」かの様な“後光”が射していたからだ。今回は、⽗の霊魂の多⼤な慈悲と助⼒に拠る!? 

 

「神宮司修」の世界観：全体構造の⿃瞰図と整理・解説 
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